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•目 次

ワンポイントアドバイス
今回は自宅用として竹串を使
い、高さを調整しました。
箱に綺麗に並べてベジタブルア
レンジや可愛い紙で包んだ野菜
ブーケを作って、食べられる贈り
物としても良いですね。

～
水
無
月
～

デザイン・製作 ● 吉野花壇（代表）吉野恒男

 6　第26回通常総代会
 8　地区別JA座談会Ｑ＆Ａ
16　ほっとトピックス
18　畜産部だより
22　頭の体操

野菜野菜ででア
レンジ！アレンジ！

野菜は食べてももちろん美味しいですが、
食べる前にテーブルに飾ってみる
というのはいかがですか？？

４月22・23日、Ｇ７宮崎農業大臣会合がシーガイアコンベン
ションセンターにて開催されました。その会場内には宮崎市園
芸振興協議会花き部会による装飾で、たくさんの色とりどりの
花が展示されていました。
切花部会吉野恒男会長は
会場の装飾をお手伝い。管
内で生産されている花きが
多数使用され会場を華やか
に飾り、訪れた方々を花々
がお出迎えしました。

Ｇ7 生産者花き展示で彩る

コチョウラン、トルコギキョウ、コチョウラン、トルコギキョウ、
ダリアなどダリアなど

花材（左から）
・パセリ　　　　　　・日向夏　　　　　　・いちご
・ミニトマト　　　　・ハツカダイコン　　・カブ
・ローズマリー　　　・ケール
☆好きな野菜や果物を使ってください☆
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横山　洋一さん

宮
崎
市
生
目
で
マ
ン
ゴ
ー
栽
培
を

行
う
、
マ
ン
ゴ
ー
部
会
部
会
長
の
横

山
洋
一
さ
ん
（45）
。

完
熟
マ
ン
ゴ
ー
『
太
陽
の
タ
マ

ゴ
』
が
25
周
年
を
迎
え
る
記
念
の
年

と
な
り
ま
す
。
部
会
と
し
て
も
タ
マ

ゴ
率
を
上
げ
、
素
晴
ら
し
い
ブ
ラ
ン

ド
を
Ｊ
Ａ
宮
崎
中
央
か
ら
多
く
の
消

費
者
へ
お
届
け
で
き
る
よ
う
、
今
年

も
管
理
や
収
穫
と
忙
し
い
時
期
を
迎

え
て
い
ま
す
。

今
年
は
部
会
の
新
た
な
取
組
み
と

し
て
、
部
会
員
、
Ｊ
Ａ
指
導
員
が
集

ま
り
定
例
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。
毎

月
１
回
、
部
会
員
の
ハ
ウ
ス
に
集
ま

り
、
そ
の
時
期
に
適
し
た
栽
培
に
つ

い
て
検
討
し
ま
す
。

始
め
た
き
っ
か
け
と
し
て
は
コ
ロ

ナ
の
影
響
か
ら
現
場
で
の
勉
強
会
が

な
か
な
か
実
施
で
き
て
い
な
か
っ
た

こ
と
に
あ
り
ま
す
。
数
年
で
栽
培
技

術
は
進
歩
し
て
お
り
、
そ
の
技
術
を

部
会
員
全
員
で
共
有
、
そ
し
て
技
術

力
を
向
上
、
Ｊ
Ａ
宮
崎
中
央
産
の
マ

ン
ゴ
ー
の
収
量
及
び
品
質
ア
ッ
プ
に

つ
な
げ
ま
す
。

定
例
会
の
１
回
目
は
３
月
に
横
山

さ
ん
の
ハ
ウ
ス
で
行
わ
れ
、
20
人
の

生
産
者
が
集
ま
り
ま
し
た
。
今
後
も

出
荷
時
期
、
収
穫
後
の
樹
勢
回
復
、

授
粉
、
摘
果
期
な
ど
、
年
間
を
通
し

て
の
情
報
交
換
を
計
画
し
て
い
る
そ

う
で
す
。

ま
た
、
部
会
で
は
昨
年
か
ら
「
タ

マ
ゴ
キ
ン
グ
」
と
い
う
称
号
の
決
定

を
始
め
ま
し
た
。
年
間
で
太
陽
の
タ

マ
ゴ
出
荷
率
が
多
い
生
産
者
に
贈
ら

れ
る
そ
う
で
、
個
人
で
も
頑
張
り
が

評
価
さ
れ
ま
す
。
今
年
は
既
に
糖
度

の
平
均
も
高
く
、
現
在
（
４
月
末
）

の
太
陽
の
タ
マ
ゴ
出
荷
率
は
例
年
に

比
べ
て
高
い
と
の
こ
と
で
す
。

横
山
さ
ん
は
「
贈
り
物
に
は
ぜ
ひ

完
熟
マ
ン
ゴ
ー
を
！
お
盆
前
ま
で
は

出
荷
を
計
画
し
て
い
る
の
で
少
し
早

い
お
中
元
、
こ
の
時
期
だ
か
ら
こ
そ

の
贈
答
品
と
し
て
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
」
と
話
し
ま
す
。
部
会
は
目

標
４
２
０
ト
ン
、
う
ち
太
陽
の
タ
マ

ゴ
出
荷
率
３
割
を
目
指
し
て
頑
張
り

ま
す
。
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●安全・安心 土壌分析による適正使用のための取組み

（単位：千円）
焼肉セット1,300セット

●品目の提案取組み
●市場・消費者ニーズの品目取組み
（馬鈴薯、パプリカ、甘藷紅はるか、里芋、にんじん、高菜）

契約的取引の拡大と有利販売対策11 販売

営農 畜産

●経費抑制及び効率的輸送の取組み
●海上コンテナ・ＪＲコンテナの利用拡大
（青果物県内ＪＡグループ コンテナ利用シェア91%）

年間：257回（野菜129回、果樹74回、花卉54回）

●営業販売専門部署による販売強化

年間：141回 （内Web開催57回）
●市場・販売先との年間販売戦略的商談回数

●営業販売担当による部会会合への参加

●式部の里 販売高（ 年 月～Ｒ 年 月）年間：3億849万円
●直売所イベント実施回数 年間：31回

●令和4年度優等賞管内保留頭数 70頭（保留率88.6％）
●品評会入賞牛保留対策事業

●ＪＧＡＰお茶生産者2名取得

●産地交付金（水田活用直接支払
交付金）を活用した新市場開拓米
（輸出用米）の取組み
H30年取組み： ﾄﾝ Ｒ 年取組み： ﾄﾝ

●早期米コシヒカリＪＡ直接販売
R3年産：1,152ﾄﾝ
R4年産： ﾄﾝ 前年度比

●特定疾病（BL）の無い母牛群の構築

●宮崎県版GAPの拡大
●部会、品目の拡大

部会： 部会 （施設野菜7部会、露地野菜3部会）
果樹・茶：8品目 花卉：1品目

●みやざき中央畜産物のブランド確立
●コロナ感染対策を講じた新スタイル消費拡大PR
＜非接触型ドライブスルー＞

焼肉セット・伊勢海老・海産物・野菜のセット販売985セット

契約取引の拡大（単位：ﾄﾝ）

胡
瓜

ミ
ニ
ト
マ
ト

●ファン拡大事業による管内農産物のＰＲ活動強化
●消費地量販店での宣伝販売回数
年間：67回 （関東58回・関西6回・中京2回・九州1回）
※デジタルサイネージによる推奨販売

●質・量・うまみを兼ね備えた種雄牛の造成
●主な管内生産種雄牛
「富久竜」「第 安栄」「勝光美」「二刀流」
「清正秀」「美久平」「鈴之助」「福之福」「忠紀女」

● Aコープとの地産地消活動
R3：222頭 R4： 頭

＜食フェスタ予約販売＞

＜メディア合同企画＞
親子でキャンプ飯グランプリ
（管内産農畜産物を食材提供し、
メディアを通じて広くＰＲ）

（次世代雌牛）
97.7%

●直売所の販売強化とイベント実施による集客力向上

22 農畜産物ブランド強化対策

17,785

（情勢報告及び部会要望の聞き取り）

組合員との徹底した話し合い
令和 年度常勤役員出席回数

延べ 回
地区別ＪＡ座談会や支店代表者会及び
組合員組織会合等における組合員とＪＡ
役職員の徹底した話し合いの場の創出

営農 畜産33 産地基盤の維持強化の取り組み
●国庫補助事業（産地パワーアップ事業他）
●H28～R4 事業総額 257件 63億 3,483万円

●野菜価格安定事業

●新規就農者利子補給実績（Ｈ ～ 年）

計計 千千円円

●施設園芸セーフティネット構築事業（重油、灯油の補てん事業）

●青年等就農資金保証料補てん事業
●新規就農者定着支援リース事業
●農地利用促進事業

件
件
件

千円
千円
千円

申請者数：1,759名 JAによる掛金立替：6億6,308万円

JAによる造成金立替：3億6,883万円
土壌分析 点 残留農薬分析 点

●水田維持に向けたプロジェクト
●人・農地プランと連携した地域営農システム（話し合い強化型集
落営農）の展開を軸とした「宮崎中央地域水田営農研究会」の活動

●労働力確保支援の一環として無料職業紹介所を開設し、
求人者と求職者のマッチングを実施 マッチング件数： 件

●施設園芸 ハウス整備支援事業
H28～R4 124件 面 積：1,963.6ａ

事業総額：1,450,613千円
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青年部による子供
食堂への食材提供＜ ＞＜ ＞＜ ＞

141件 494頭増頭

●畜産クラスター事業活用による生産基盤拡充
機械導入事業：63件

Ｒ 年 牛 舎 建 設 ： 3件
事 業 費 計 ：35,028万円

●生産基盤拡大加速化事業の活用
Ｒ 年

●直営センターの多面的活用
●緊急時預かり（災害・入院・事故）
繁殖牛：7件 24頭

●妊娠牛の払下事業（管内農家の母牛更新支援）
払下げ頭数：21頭

●妊娠牛の成牛市場販売（家畜商組合協力事業）
販売頭数：9頭

●生産性向上への取組み
●母牛、母豚の更新 ●分娩間隔の短縮
●枝肉重量・肉質の向上 ●乳量・乳質の向上

農家への支援活動
（キャトル受入れ）

（単位：頭）（単位：繁殖牛頭数）

畜産入植団地（第 国富入植
団地）の増頭経過（ 戸）

265

403

1,154

繁殖牛生産性
向上への実施

（分娩間隔の短縮）
（単位：日）

経済44 農業生産資材コスト抑制
●戸別配送の実施
●経済渉外（めぐみ）職員34名を各営農セン
ターに配置し、戸別配送を行っています。

●年末年始を除く祝祭日の営業等
●各支店、年中無休体制にて営業を行っております。

●将来のスマート農業を見据えドローン飛行許可
講習会の開催及び受託散布組合（23名）を設立
●令和4年度 講習会5回開催 受講者23名

●使用残農薬及び農薬空容器の回収実施
●Ｒ4年6月実施（2年に1度の実施予定）

人 数：401名
回収量：9,677kg Ｒ6年6月に実施予定

●農業用ドローンを活用した農業支援活動
水稲防除 散布面積170.7ha（前年対比97.4%）

労働時間削減効果 約75％
農業用ハウス汚れ（被膜・藻類等）除去

散布面積1.55ha（前年対比142.2%）

▼ハウス展張支援
（単位：戸）

▼子牛セリ市支援
（単位：参加職員数）

高齢農家等への支援活動

60168

●オリジナル商品による価格抑制

①
②
③
④

農業用ビニール

農業用PO

肥料
配合飼料

項　　目 商　品　名
従来品との
価格抑制

約 ％
約 ％

施設、露地、果樹、水稲の元肥等 約 ％～約 ％
中央繁殖用 約 ％
ひなたシリーズ
MIYAZAKI-1　PO

●令和4年度生産資材価格の引き下げ実績

肥料・農薬・飼料につきましては、取扱高又は数量に応じた、ランク別奨励及び店舗自己取り奨励を設定しております。
その他品目におきましても価格対策に努め、生産コスト抑制に取組んでおります。

項目 対象品等 対策期間

各作物主要肥料の特別
予約奨励

施設・露地・果樹・
花卉

施設、露地、花卉、果樹の最需要期
等に応じて実施

● 予約申込書記載及び需要期品目に対し予約奨励の拡大に加え、更なる生産コ
スト対策として、期間限定店舗自己取りによる価格引下げ

飼料作肥料即売会 3品目 3月、5月、8月
● 予約注文取りまとめによる短期間実施のメリットを反映し、通常予約奨励

1.5％から、窒素質肥料（苦土石灰）で約8％、配合肥料で約25％値引

乾牧草フェア 2銘柄 偶数月の第3月曜から金曜まで実施
● 乾牧草の安定供給オーツヘイ・ブルーグラスを中心に通常価格より約10％

の値引
農薬（殺虫・殺菌剤）
農薬の特別対策

全品目 2月～9月
●
●

期間内の予約注文に対し、1.5％から5％へ予約値引きの拡大
大口対策としてケース購入以上で15％値引

園芸・果樹・花卉農薬
キャンペーン

28品目
30規格

8月
● 期間限定による早期引取りのメリットを反映し、通常の予約奨励1.5％から

最大約14％の値引

園芸・畜産資材キャン
ペーン

59品目
129規格

2月～3月、7月～9月 ● 期間限定による特別価格（平均約14％値引）

冬季　畜産資材キャン
ペーン

6品目
16規格

12月～1月 ● 期間限定による特別価格（平均約15％値引）

農業用ビニール
全品目 12月から翌年5月末の予約注文

●
・
・

早期予約注文に対し、
農業ビニールで最大30％の値引
農業用POで最大20％の値引

条件・内容

総合55 地域の皆さまとともに
●食フェスタの開催
●宮崎市生目の杜運動公園にて
3年ぶりの開催。農畜産物の販
売や体験教室が事前予約となる
などコロナ前とは少し違った形
での開催となりましたが、多く
の方に来場いただきました。

●支店農業祭り
●各支店にてふれあい感謝祭を
実施しました。コロナの影響も
あり数年開催できませんでした
が、組合員の皆様へ日頃の感謝
を込めて開催したところ、多数
の来場をいただきました。

●准組合員向け広報誌
（はぴすぷらす）の作成

●食農教育の取組み
●保育園・小・中・高校生を対象に農
作業の体験等を通じて「食」と「農」
の大切さを伝える活動を行いました。

●ＪＡによる地域活動記録

＜保育園芋ほり＞ ＜小学校田植え＞

＜小学校お米収穫＞ ＜高校生お茶入れ教室＞＜保育園きゅうり収穫＞＜高校生みそづくり＞

保育園へ
食育絵本の寄贈＜ ＞ 年金友の会

グラウンドゴルフ
女性部による
こんにゃく作り
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第26回 通常総代会

出席者数 540人 　本人出席 270人 　書面議決 2６９人 　委任状１人

４月28日、第26回通常総代会をJA・AZMホールで開催しました。
開会にあたり、栗原俊朗組合長が次の通り挨拶を申し上げました。

「数年にわたって猛威を振るった新型コロナ感染症も落ち着きを見せ、３月
からはマスクの着用も個人の判断が基本となり、５月からは季節性インフルエ
ンザと同じ５類感染症に移行されます。このような状況を踏まえ、昨年度まで
は、代表のみの出席により書面議決書での開催でありましたが、本年度の総代
会につきましては、４年ぶりに通常の開催ができることを役職員一同うれしく
思っております。

また、JAを取り巻く環境は、昨今のウクライナ情勢等を背景とした生産資
材等の価格高騰により、農家経営の継続が危ぶまれるほど危機的な状況となっ
ております。この状況を回避するために、JA単独で対応できるものではない

ためJAグループ全体で国や県の選出国会議員などに幾度も働きかけを行い、ご支援を頂いたところであります。
現在、日本では、食料安全保障の議論が始まっておりますが、現状では６割以上の食料を輸入しているのが現実であり、

世界的な食糧不足が起これば国民は大変なことになります。
国民が必要とし消費する食料を国内で生産するためには、営農の継続が必要でありますが、生産資材等の価格が高騰して

も農畜産物の価格には転嫁されていない状況にあり農業の衰退にも繋がるものと心配しております。
今後、適正な農畜産物価格になるよう国民にしっかりと理解してもらう必要があるため、国の議論に歩調を合わせJAグ

ループ一体となって、運動を展開し国民の皆さまの意識醸成に努めてまいります。
県域JA構想については、昨年10月の理事会で「県域JA設立に向けて参加を前提に協議を進めること」について基本合意

を行いました。その後も説明会や意見交換会などを通じて、新たに示された説明資料について説明をさせていただきました。
今後は、更に県域JA設立推進協議会事務局を通じて意見交換や情報共有を行いながら、組合員の皆さまに判断していただ
く材料の提供を行ってまいります。　

また、県域JA構想や2024年問題など農業・農協を取り巻く大きな課題が山積しておりますが、組合員の皆さまのご理解
を頂きながら、これからも「one for all,all for one」「一人は万人のため、万人は一人のため」という協同組合の理念を決し
て忘れることなく組合員のために組合員のための農協、そして地域にしっかり根差した地域の発展に貢献する農協を目指し
て、役職員一体となって全力で取り組んでまいります。」

議事は、福田誠議長（佐土原支店）のもと行われ、５議案が承認されました。

月のあなたの運勢 占い師　モナ・カサンドラ6
牡羊座 3/21〜4/19 全体運★コミュニケーション運が活発化。人との交流にツキがあります。新しい習い事を始めるのもお勧め。金運も良好7　2023.６月号　めぐみ 2023.６月号　めぐみ　6



提 出 議 案
議案第１号 第26年度（令和４年度）事業報告及び剰余金処分案の承認について

（報告事項）令和４年度貸借対照表、損益計算書、注記表及び附属明細書について

議案第２号 第27年度（令和５年度）事業計画及び関連事項の承認について
　１）第27年度（令和５年度）事業計画について
　２）賦課金の額、賦課方法、徴収時期及び徴収方法について
　　　本年度は賦課しない。
　３）理事及び監事の報酬について
①組合員の代表等で構成する「役員報酬審議会」において、諸情勢を検討して出された答申結果を踏

まえ、令和5年度の理事の報酬については総額59,304千円とし、各理事の報酬額についてはその範囲
内において理事会に一任する。

　（理事24名）
②組合員の代表等で構成する「役員報酬審議会」において、諸情勢を検討して出された答申結果を踏

まえ、令和5年度の監事の報酬については総額15,450千円とし、各監事の報酬額についてはその範囲
内において監事会に一任する。

　（監事８名）

議案第３号 定款及び定款附属書の一部変更について

議案第４号 固定資産の取得について
次の固定資産を取得する。 （単位：千円）

施　設　名 金　　額 場　　所 備　　考
赤江支店 350,000 宮崎市大字恒久
ファーマーズマーケット 1,500,000 宮崎市柏原 土地造成含む
胡瓜選果機 600,000 宮崎市田野町 令和6年度取得予定

議案第５号 国等の施策に基づく奨励金等の事務の委任について
　令和5年度中に国等の施策に基づき、農畜産物の生産、流通及び農用地等に関して、生産者が国等よ
り支払いを受ける奨励金等(調整金、助成金一切を含む)の交付申請、請求及び受領に関する権限並びに
返還に関する事務を組合に一任する。

附帯決議  本日の決議事項中、権利義務に関しない軽微な事項の修正及び法令、その他行政庁の処分又はこれに
基づく指示による場合に必要な字句の修正をなすことを理事会に一任する。

報告事項  JAバンク基本方針の変更について

牡牛座  4/20〜5/20 全体運★スケジュールは詰め込み過ぎず余裕を持って。会話を楽しむゆとりがいい流れを運んできてくれます。外出にツキ7　2023.６月号　めぐみ 2023.６月号　めぐみ　6
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本
店
建
設
に
つ
い
て

現
在
の
検
討
状
況
と
今
後
の
方
針
に
つ
い
て

令
和
元
年
７
月
に
建
設
着
工
を
目
前
に
経
済
連
と

の
共
同
地
区
計
画
か
ら
離
脱
す
る
こ
と
を
決
定
（
計

画
の
取
り
下
げ
）
し
た
直
後
、
経
営
に
大
き
な
影
響

を
与
え
る
環
境
変
化
が
迫
っ
て
い
る
こ
と
が
発
覚
し

た
こ
と
に
よ
り
経
営
改
革
実
行
を
決
定
し
、
そ
の
一

環
と
し
て
令
和
３
年
２
月
末
日
で
10
店
舗
の
集
約
整

備
を
行
い
ま
し
た
。
現
在
も
、
早
期
警
戒
制
度
を
含

め
様
々
な
対
応
を
迫
ら
れ
て
お
り
、
組
合
員
の
営
農

を
永
続
的
に
サ
ポ
ー
ト
し
続
け
て
い
く
た
め
に
は
引

き
続
き
経
営
改
革
の
実
践
に
よ
る
経
営
基
盤
の
強
化

が
最
優
先
課
題
で
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
、
本
店
建

設
計
画
を
進
め
て
い
た
時
期
と
は
大
き
く
状
況
が
変

化
し
て
い
ま
す
。

経
営
改
革
実
践
に
お
い
て
、
固
定
資
産
取
得
に
つ

い
て
は
投
資
回
収
可
能
性
の
厳
格
化
を
図
っ
て
お
り
、

本
店
だ
け
で
な
く
そ
の
他
の
施
設
整
備
に
つ
い
て
も

今
後
の
経
営
改
革
の
進
捗
や
効
果
等
の
動
向
を
見
な

が
ら
慎
重
な
判
断
を
行
う
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
し
、

本
店
建
設
に
関
し
て
は
、
組
合
員
の
皆
さ
ま
に
理
解

を
頂
き
店
舗
を
再
編
し
た
直
後
と
い
う
こ
と
を
勘
案

す
る
と
早
急
な
判
断
が
で
き
る
状
況
で
は
な
い
と
も

考
え
て
お
り
ま
す
。

現
在
は
、
店
舗
再
編
（
集
約
）
に
よ
っ
て
来
客
数

が
増
え
手
狭
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
り
老
朽
化
が
著
し

い
店
舗
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ま
ず
は
組
合
員
の
利
用

に
支
障
の
な
い
よ
う
、
支
店
の
店
舗
整
備
を
優
先
し

て
検
討
し
て
お
り
ま
す
こ
と
を
ご
理
解
く
だ
さ
い
。

今
後
も
、
整
備
の
必
要
性
や
財
務
等
あ
ら
ゆ
る
側

面
か
ら
検
証
し
、
総
合
的
な
判
断
に
よ
り
施
設
整
備

を
検
討
し
て
参
り
ま
す
。

本
店
建
設
に
か
か
る
積
立
金
（
固
定
資
産
取

得
積
立
金
）
に
つ
い
て

固
定
資
産
取
得
積
立
金
は
、
平
成
11
年
度
の
剰
余

金
処
分
時
に
初
め
て
設
定
し
、
以
降
５
年
間
を
か
け

て
積
み
立
て
を
行
っ
た
経
緯
が
あ
り
ま
す
。
当
初
は
、

本
店
建
設
を
含
め
大
型
の
固
定
資
産
投
資
が
予
定
さ

れ
て
お
り
ま
し
た
の
で
、
そ
れ
に
伴
う
費
用
増
加
に

対
し
経
営
の
安
定
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
積

み
立
て
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

そ
の
後
、
様
々
な
環
境
変
化
が
当
Ｊ
Ａ
の
将
来
の

経
営
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
が
判
明
し
た
こ

と
に
よ
り
、
そ
の
備
え
と
し
て
ま
ず
は
経
営
の
健
全

化
を
図
る
こ
と
が
最
優
先
と
考
え
、
大
型
の
固
定
資

産
取
得
を
控
え
、
収
益
力
を
向
上
す
る
た
め
事
業
の

強
化
を
行
い
、
自
己
資
本
の
増
強
に
取
り
組
ん
で
い

る
と
こ
ろ
で
す
。
固
定
資
産
取
得
積
立
金
の
積
み
立

て
目
的
は
前
述
の
と
お
り
で
す
が
、
一
方
で
自
己
資

本
を
構
成
す
る
重
要
な
要
素
で
あ
り
ま
す
の
で
、
積

立
金
の
取
り
崩
し
は
自
己
資
本
比
率
の
低
下
を
招
き

当
Ｊ
Ａ
の
体
力
低
下
に
つ
な
が
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
こ
と
は
積
極
的
に
行
う
べ
き
で
は
な
い

と
認
識
し
て
お
り
ま
す
の
で
ご
理
解
く
だ
さ
い
。

旧
本
店
建
設
予
定
地
の
現
状
と
利
活
用
方
法

に
つ
い
て

令
和
元
年
に
そ
れ
ま
で
進
め
て
き
た
本
店
建
設
を

中
止
し
て
以
降
は
、
引
き
続
き
維
持
管
理
を
行
っ
て

い
る
状
況
で
す
。
利
活
用
方
法
に
つ
い
て
は
、
こ
れ

ま
で
宮
崎
市
と
協
議
を
行
う
な
か
で
金
融
店
舗
や
資

材
店
舗
、
葬
祭
場
等
の
建
設
に
つ
い
て
提
示
し
て
ま

い
り
ま
し
た
が
、
当
該
地
は
「
物
流
・
工
業
拠
点
」

と
い
う
位
置
づ
け
で
あ
り
、
こ
れ
に
合
致
し
な
い
施

設
で
あ
る
た
め
建
設
で
き
な
い
と
い
う
結
果
で
あ
り

ま
し
た
。
協
議
を
す
す
め
た
結
果
、
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ

マ
ー
ケ
ッ
ト
に
つ
い
て
は
検
討
可
能
と
な
り
ま
し
た

の
で
、
現
在
内
部
協
議
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

支
店
等
の
整
備
（
建
て
替
え
等
）

に
つ
い
て

現
在
の
検
討
状
況
に
つ
い
て

第
26
回
通
常
総
代
会
の
提
出
議
案
に
あ
り
ま
す
よ

う
に
、
現
在
は
赤
江
支
店
の
建
て
替
え
に
向
け
た
準

備
を
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
令
和
５
年
度
に
は
高

岡
支
店
と
住
吉
支
店
の
建
て
替
え
に
つ
い
て
も
検
討

を
進
め
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。
ど
の
店
舗
も
老

朽
化
が
進
ん
で
お
り
、
利
用
者
や
職
員
の
安
全
性
や

維
持
管
理
費
と
の
兼
ね
合
い
等
を
総
合
的
に
勘
案
し

検
討
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

総
代
会
資
料
に
記
載
の
な
い
そ
の
他
店
舗
の

整
備
予
定
に
つ
い
て

生
目
支
店
及
び
木
花
支
店
に
つ
い
て
は
整
備
の
記

載
が
あ
り
ま
せ
ん
が
、
両
支
店
と
も
老
朽
化
し
て
お

り
、
特
に
生
目
支
店
に
お
い
て
は
店
舗
再
編
に
よ
る

来
客
数
の
増
加
で
利
用
者
の
皆
さ
ま
に
ご
不
便
を
お

か
け
し
て
い
る
こ
と
も
認
識
し
て
お
り
ま
す
。
当
Ｊ

Ａ
の
「
施
設
整
備
等
長
期
計
画
」
で
は
整
備
を
計
画

し
て
お
り
ま
す
の
で
、
今
後
も
固
定
資
産
の
取
得
基

準
に
照
ら
し
な
が
ら
整
備
時
期
等
に
つ
い
て
も
検
討

し
て
参
り
ま
す
。

固
定
資
産
に
つ
い
て
投
資
回
収
が
困
難
な
施

設
が
見
受
け
ら
れ
る
が
、
固
定
資
産
取
得
の
投

資
判
断
に
つ
い
て
は
、
し
っ
か
り
検
討
し
て
ほ

し
い固

定
資
産
の
取
得
に
つ
い
て
は
、
高
額
か
つ
長
期

的
な
活
用
に
な
る
こ
と
が
多
い
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の

資
産
を
管
理
し
、
い
か
に
効
率
的
に
使
用
す
る
か
が

重
要
だ
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
現
在
、
取
得
・
整
備

に
つ
き
ま
し
て
は
、
取
得
・
整
備
の
経
緯
、
工
事
概

要
、
事
業
費
、
ま
た
そ
れ
に
係
る
圧
縮
財
源
、
さ
ら

に
審
査
資
料
と
し
て
収
益
・
費
用
の
中
長
期
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
の
資
料
を
使
用
し
協
議
し
て
お
り

ま
す
。
今
後
も
各
会
議
体
で
慎
重
な
協
議
を
重
ね
た

上
で
、
取
得
・
整
備
に
向
け
て
取
組
ん
で
参
り
ま
す
。

「
県
域
Ｊ
Ａ
構
想
」
に
つ
い
て

合
併
の
必
要
性
に
つ
い
て

当
Ｊ
Ａ
に
お
き
ま
し
て
も
70
歳
以
上
の
正
組
合
員

が
５
割
と
高
齢
化
が
進
ん
で
お
り
非
常
に
深
刻
な
課

題
と
し
て
認
識
し
て
お
り
ま
す
。
さ
ら
に
昨
今
の
世

界
情
勢
不
安
に
起
因
す
る
農
業
資
材
・
飼
料
・
燃
料

の
高
騰
は
、
農
家
経
営
の
継
続
性
を
も
揺
る
が
し
か

ね
な
い
状
況
と
な
っ
て
お
り
、
今
後
の
離
農
者
増
加

や
就
農
者
減
少
の
懸
念
に
追
い
打
ち
を
か
け
る
事
態

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

当
Ｊ
Ａ
は
、
永
続
的
に
農
家
を
サ
ポ
ー
ト
し
続
け

る
こ
と
を
第
一
の
目
的
と
し
て
経
営
改
革
を
実
践
し

て
お
り
ま
す
が
、
先
行
き
の
見
え
な
い
現
在
の
環
境

も
踏
ま
え
ま
す
と
、
将
来
に
わ
た
っ
て
単
独
で
今
と

同
じ
よ
う
に
農
家
を
サ
ポ
ー
ト
し
続
け
る
こ
と
が
可

能
か
に
は
疑
問
を
感
じ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
で
あ
り

ま
す
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
ま
ず
は
当
Ｊ
Ａ
が
組
合
員
と
産

地
を
守
り
続
け
る
た
め
の
一
つ
の
選
択
肢
と
し
て
、

よ
り
大
き
な
組
織
と
し
て
県
下
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
の
力

を
結
集
す
る
『
県
域
Ｊ
Ａ
』
と
い
う
形
に
つ
い
て
の

検
討
に
参
加
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
ご
理
解
く
だ

さ
い
。

双子座  5/21〜6/21 全体運★好情報をキャッチでき状況は好転へ。好奇心のアンテナを高く掲げておきましょう。習い事にもツキがあります9　2023.６月号　めぐみ 2023.６月号　めぐみ　8



合
併
の
最
終
判
断
に
つ
い
て

合
併
の
最
終
判
断
に
つ
い
て
は
、
令
和
５
年
８
月

の
各
Ｊ
Ａ
理
事
会
（
同
日
同
時
刻
）
に
お
い
て
、
理

事
会
と
し
て
の
最
終
判
断
を
行
い
、
全
Ｊ
Ａ
で
の
理

事
会
で
合
併
に
関
す
る
合
意
が
得
ら
れ
ま
し
た
ら

10
月
の
合
併
臨
時
総
会
（
同
日
同
時
刻
）
に
お
い
て
、

正
組
合
員
の
皆
さ
ま
の
議
決
に
よ
り
最
終
判
断
を
仰

ぐ
こ
と
と
な
り
ま
す
。
そ
の
後
、
全
Ｊ
Ａ
の
合
併
承

認
が
得
ら
れ
ま
し
た
ら
、
令
和
６
年
４
月
１
日
に
県

域
Ｊ
Ａ
設
立
予
定
と
し
て
お
り
ま
す
。

総
会
の
意
思
決
定
手
続
き
に
つ
い
て

当
初
の
合
併
の
意
思
決
定
は
、「
総
代
会
」
で
の

意
思
決
定
を
想
定
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
組
合
員
代

表
の
皆
さ
ま
と
の
意
見
交
換
に
お
け
る
ア
ン
ケ
ー
ト

等
に
お
き
ま
し
て
、
合
併
に
つ
い
て
は
「
重
要
な
判

断
と
な
る
た
め
、
総
代
だ
け
で
は
な
く
正
組
合
員
全

員
に
問
う
べ
き
で
は
な
い
か
」
と
の
ご
意
見
を
受
け
、

県
内
Ｊ
Ａ
常
勤
理
事
等
で
の
協
議
に
よ
り
、
合
併
に

関
す
る
意
思
決
定
は
、「
総
会
」
で
行
う
こ
と
で
決

定
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
合
併
に
関
す
る
意
思
決
定
は
特
別
決
議
と
な

り
、
正
組
合
員
の
半
数
以
上
が
出
席
（
書
面
を
含

む
）
し
、
そ
の
議
決
権
の
３
分
の
２
以
上
の
賛
成
に

よ
り
決
定
さ
れ
ま
す
。

た
だ
、
総
会
の
開
催
と
な
り
ま
す
と
、
数
千
人
規

模
と
な
り
そ
の
規
模
で
の
会
場
の
確
保
は
困
難
で
あ

る
た
め
、
基
本
的
に
は
、
組
合
員
代
表
の
方
（
総
代

等
）
に
総
会
会
場
へ
の
実
出
席
を
お
願
い
し
、
多
く

の
組
合
員
の
皆
さ
ま
方
に
は
、
書
面
で
の
議
決
権
行

使
を
お
願
い
す
る
こ
と
で
整
理
を
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
す
べ
て
の
正
組
合
員
の
皆

さ
ま
の
ご
判
断
を
い
た
だ
く
と
い
う
こ
と
を
優
先
し

て
の
対
応
と
な
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
く
だ
さ
い
。

（
参
考
）

総
会
と
総
代
会
の
意
思
決
定
の
違
い

・
総
代
会
…
総
代
５
５
５
名
の
決
議
（
当
Ｊ
Ａ

が
毎
年
開
催
す
る
方
式
）

・
総　

会
…
正
組
合
員
全
員
の
決
議

存
続
Ｊ
Ａ
に
つ
い
て

今
回
の
合
併
は
、
１
つ
の
Ｊ
Ａ
を
存
続
組
合
と
す

る
合
併
方
式
で
行
う
こ
と
と
さ
れ
て
お
り
、
各
Ｊ
Ａ

の
合
併
臨
時
総
会
で
す
べ
て
の
Ｊ
Ａ
で
承
認
さ
れ
た

場
合
は
、
Ｊ
Ａ
宮
崎
中
央
を
存
続
組
合
と
す
る
合
併

を
行
う
こ
と
で
予
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

合
併
方
式
に
は
、「
新
設
Ｊ
Ａ
合
併
方
式
」
と

「
存
続
Ｊ
Ａ
合
併
方
式
」
の
２
種
類
の
手
続
き
が
あ

り
ま
す
。

１
つ
目
の
新
設
Ｊ
Ａ
合
併
方
式
と
は
、
す
べ
て
の

Ｊ
Ａ
が
解
散
し
て
、
新
た
に
設
立
し
た
Ｊ
Ａ
が
解
散

Ｊ
Ａ
の
財
産
お
よ
び
組
合
員
を
引
き
継
ぐ
方
式
で
す
。

２
つ
目
の
存
続
Ｊ
Ａ
合
併
方
式
は
、
合
併
対
象
Ｊ
Ａ

の
一
つ
が
存
続
し
、
他
の
Ｊ
Ａ
が
解
散
し
て
解
散
Ｊ

Ａ
の
財
産
お
よ
び
組
合
員
を
引
き
継
ぐ
方
式
で
あ
り

ま
す
。

今
回
の
県
域
Ｊ
Ａ
合
併
に
お
い
て
は
、
認
可
申
請

等
の
合
併
事
務
負
荷
が
軽
減
さ
れ
、
よ
り
ス
ム
ー
ズ

な
合
併
が
可
能
と
な
る
「
存
続
Ｊ
Ａ
合
併
方
式
」
を

採
用
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
他
県
の

県
域
合
併
に
お
き
ま
し
て
も
、
直
近
で
は
こ
の
方
式

が
多
く
採
用
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

臨
時
総
会
で
否
決
さ
れ
た
場
合
は
ど
う
な
る

の
か県

域
Ｊ
Ａ
は
、
県
内
の
全
13
Ｊ
Ａ
と
連
合
会
を
１

つ
の
組
織
に
す
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
検
討
を
進
め

て
お
り
、
離
脱
が
あ
っ
た
場
合
の
対
応
は
検
討
し
て

お
り
ま
せ
ん
。
１
つ
の
Ｊ
Ａ
で
も
離
脱
が
あ
っ
た
場

合
は
、「
組
織
整
備
委
員
会
」（
組
合
長
や
連
合
会
会

長
等
で
構
成
）
等
に
お
い
て
対
応
を
協
議
す
る
こ
と

と
し
て
お
り
ま
す
。

他
Ｊ
Ａ
の
動
向
に
つ
い
て

県
１
Ｊ
Ａ
は
５
Ｊ
Ａ
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
中
で
一

定
の
年
数
が
経
過
し
て
い
る
沖
縄
に
つ
い
て
は
、
事

業
総
利
益
の
減
少
率
が
本
県
13
Ｊ
Ａ
合
計
の
減
少
率

よ
り
小
さ
く
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
令
和
３
年

11
月
の
「
県
域
Ｊ
Ａ
構
想
に
係
る
組
合
員
代
表
者
と

の
意
見
交
換
会
」
の
資
料
に
は
示
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

た
だ
し
、
県
域
Ｊ
Ａ
に
至
っ
た
背
景
や
理
由
が
違
う

こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
単
純
に
参
考
に
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
と
思
わ
れ
ま
す
。

合
併
に
よ
っ
て
ま
た
店
舗
統
廃
合
が
あ
る
の

か
現
在
の
県
域
Ｊ
Ａ
構
想
協
議
に
お
い
て
は
、
合
併

を
理
由
と
し
た
店
舗
統
廃
合
は
な
い
も
の
と
し
て
検

討
が
な
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
基
本
的
に
は
地
域
に
軸

足
を
置
い
た
運
営
を
目
指
し
て
お
り
、
営
農
施
設
等

含
め
現
状
の
ま
ま
引
き
続
き
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

現
在
は
、
各
Ｊ
Ａ
で
の
経
営
改
善
に
向
け
た
取
組
み

と
し
て
店
舗
再
編
を
実
施
し
て
お
り
、
一
定
程
度
の

再
編
が
進
ん
で
お
り
ま
す
。
た
だ
、
県
域
Ｊ
Ａ
と

な
っ
た
後
の
経
営
環
境
の
変
化
へ
の
対
応
や
事
業
展

開
の
方
針
に
よ
っ
て
は
、
施
設
の
再
編
等
が
必
要
に

な
っ
て
く
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
こ
れ

は
県
域
Ｊ
Ａ
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
く
現
在
の
各
Ｊ

Ａ
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
る
こ
と
は
、
ご
理
解
く
だ

さ
い
。

固
定
資
産
評
価
の
違
い
に
つ
い
て

固
定
資
産
の
評
価
に
つ
い
て
は
、
地
域
間
で
差
が

あ
り
県
央
地
区
に
あ
る
Ｊ
Ａ
宮
崎
中
央
は
比
較
的
評

価
の
高
い
資
産
を
保
有
し
て
い
る
と
予
想
さ
れ
ま
す
。

し
か
し
、
固
定
資
産
評
価
は
所
有
し
て
い
る
間
は
単

な
る
価
値
の
も
の
さ
し
で
あ
り
、
売
却
し
た
際
に
初

め
て
現
金
と
し
て
そ
の
価
値
が
表
面
化
す
る
も
の
で

す
。
そ
の
た
め
、
各
Ｊ
Ａ
ご
と
に
固
定
資
産
の
資
産

価
値
を
示
す
こ
と
は
、
現
実
的
に
不
可
能
で
あ
り
ま

す
。合

併
後
の
損
益
計
画
は
示
さ
れ
る
の
か

合
併
後
の
損
益
計
画
に
つ
き
ま
し
て
は
、
合
併
を

判
断
す
る
数
値
的
資
料
と
し
て
非
常
に
重
要
な
も
の

で
あ
り
ま
す
。
現
時
点
で
は
、
す
べ
て
の
試
算
が
で

き
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
県
域
Ｊ
Ａ
で

の
取
組
み
の
着
実
な
実
践
を
行
う
こ
と
で
、
一
定
の

安
定
経
営
が
図
れ
る
見
込
み
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

今
後
、
さ
ら
な
る
精
緻
化
・
数
値
化
を
進
め
「
合
併

経
営
計
画
書
」
が
作
成
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
、

最
終
の
理
事
会
、
合
併
臨
時
総
会
に
提
示
さ
れ
ま
す

の
で
、
ご
理
解
く
だ
さ
い
。

８
月
の
理
事
会
決
議
後
の
組
合
員
説
明
は
ど

の
よ
う
に
行
う
の
か

ま
ず
は
、
８
月
の
各
Ｊ
Ａ
理
事
会
に
お
い
て
合
併

に
つ
い
て
の
最
終
判
断
を
行
う
こ
と
と
な
っ
て
お
り

ま
す
が
、
そ
の
合
併
の
是
非
の
結
果
と
判
断
し
た
理

由
等
に
つ
い
て
は
理
事
会
後
に
組
合
員
に
対
す
る
説

明
会
を
開
催
さ
せ
て
い
た
だ
く
予
定
で
あ
り
ま
す
。

フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
マ
ー
ケ
ッ
ト�

�

建
設
計
画
に
つ
い
て

フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
マ
ー
ケ
ッ
ト
検
討
の
経
緯
に

つ
い
て

フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
マ
ー
ケ
ッ
ト
は
、
農
家
が
生
産
・

製
造
し
た
新
鮮
で
安
全
な
農
畜
産
物
や
加
工
品
な
ど

を
消
費
者
に
直
接
販
売
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
生
産

者
と
消
費
者
を
結
ぶ
地
産
地
消
の
拠
点
を
創
出
す
る

も
の
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
管
内
農
畜
産
物
の
新
た

な
販
売
チ
ャ
ネ
ル
創
出
に
よ
り
販
路
拡
大
が
可
能
と

な
り
、
農
家
所
得
の
向
上
に
つ
な
が
る
も
の
と
し
て
、

Ｊ
Ａ
宮
崎
中
央
の
〝
め
だ
ま
〟
と
な
る
独
自
事
業
と

い
う
位
置
づ
け
で
か
ね
て
よ
り
幾
度
も
検
討
さ
れ
て

き
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。
何
度
か
実
現
に
向
け
た
取

り
組
み
を
行
い
ま
し
た
が
、
設
置
場
所
等
の
関
係
で

行
政
の
許
可
が
下
り
な
か
っ
た
り
と
、
実
現
に
至
る

こ
と
が
で
き
て
お
り
ま
せ
ん
。

今
般
、
旧
本
店
建
設
予
定
地
の
利
活
用
を
検
討
す

る
な
か
で
、
宮
崎
市
と
の
協
議
も
重
ね
な
が
ら
建
設

可
能
と
思
わ
れ
る
候
補
と
し
て
再
度
検
討
を
行
っ
て

お
り
ま
す
。
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
マ
ー
ケ
ッ
ト
は
、
地
産

地
消
や
管
内
農
畜
産
物
の
発
信
拠
点
と
し
て
、
ま
た

当
Ｊ
Ａ
の
新
た
な
収
益
確
保
事
業
と
し
て
引
き
続
き
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実
現
化
に
向
け
た
検
討
を
行
っ
て
参
り
ま
す
。

フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
マ
ー
ケ
ッ
ト
と
は
ど
の
よ
う

な
も
の
な
の
か
、
ま
た
、
式
部
の
里
と
の
違
い

は
何
か

一
般
的
に
は
〝
売
れ
る
モ
ノ
を
生
産
販
売
す
る
〟

の
が
「
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
マ
ー
ケ
ッ
ト
」
と
さ
れ
て
お

り
、〝
生
産
し
た
モ
ノ
を
販
売
す
る
〟
の
が
「
直
売

所
」
と
区
別
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

当
Ｊ
Ａ
の
式
部
の
里
は
、
出
荷
者
で
構
成
す
る
協

議
体
が
存
在
せ
ず
出
荷
登
録
者
そ
れ
ぞ
れ
が
独
自
の

基
準
で
品
を
定
め
出
品
し
て
お
り
、
い
わ
ゆ
る
〝
生

産
し
た
モ
ノ
を
販
売
す
る
〟
と
い
う
形
態
で
あ
り
、

地
域
の
交
流
の
場
を
提
供
す
る
と
い
う
実
態
も
あ
る

た
め
直
売
所
と
し
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
に
対
し
、
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
マ
ー
ケ
ッ
ト
は
規

模
や
機
能
を
拡
大
し
ニ
ー
ズ
に
合
う
も
の
を
戦
略
的

に
生
産
し
、
最
終
的
に
は
管
内
農
畜
産
物
を
広
い
地

域
や
商
圏
に
発
信
し
て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。

フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
で
き
れ
ば
、

地
域
の
活
性
化
に
も
つ
な
が
る
の
で
、
ぜ
ひ
進

め
て
ほ
し
い
。

フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
マ
ー
ケ
ッ
ト
は
、
地
産
地
消
の
代

表
的
な
取
り
組
み
と
し
て
全
国
的
に
広
が
っ
て
お
り
、

ま
た
、
生
産
者
と
消
費
者
を
結
び
つ
け
品
質
な
ど
の

信
頼
性
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
農
業
生
産
の
拡
大
や
所
得
増
大
、
地
域

の
活
性
化
に
つ
な
が
る
も
の
と
し
て
非
常
に
期
待
さ

る
も
の
で
あ
り
ま
す
の
で
、
皆
さ
ま
の
期
待
に
お
応

え
で
き
る
よ
う
前
向
き
に
検
討
を
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。場

所
に
つ
い
て
は
ど
こ
を
予
定
し
、
規
模
等

は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。
ま
た
、
採
算
は
合
う

の
か
。

建
設
場
所
に
つ
き
ま
し
て
は
、
旧
本
店
建
設
予

定
地
（
宮
崎
市
生
目　

柏
原
）
で
あ
り
具
体
的
に
は
、

こ
れ
か
ら
検
討
を
進
め
て
い
く
予
定
で
あ
り
ま
す
。

昨
年
度
、
Ｊ
Ａ
全
中
の
コ
ン
サ
ル
に
全
国
の

フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
事
例
を
基
に
事
業
計

画
等
の
作
成
を
依
頼
し
、
そ
こ
で
示
さ
れ
た
売
場
面

積
１
︐０
０
０
㎡
で
の
収
支
計
画
を
基
準
と
し
て
検

討
を
し
て
い
る
段
階
で
す
。
直
近
で
は
、
２
月
に

フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
マ
ー
ケ
ッ
ト
検
討
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

立
ち
上
げ
、
Ｊ
Ａ
全
中
コ
ン
サ
ル
よ
り
示
さ
れ
た
内

容
を
再
度
検
証
し
、
そ
の
結
果
を
３
月
の
理
事
会
で

協
議
を
行
っ
た
と
い
う
状
況
で
す
。

今
後
は
、
収
支
面
に
つ
い
て
も
さ
ら
に
検
証
を
加

え
て
参
り
ま
す
が
、
行
政
の
許
可
等
ク
リ
ア
す
べ
き

条
件
も
あ
り
ま
す
の
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
観
点
か
ら
検

討
し
具
体
化
を
行
っ
て
参
り
ま
す
。

建
設
予
定
時
期
は
い
つ
頃
に
な
る
の
か

今
後
の
理
事
会
で
の
検
討
状
況
や
行
政
等
の
手
続

き
に
よ
っ
て
建
設
時
期
は
決
定
さ
れ
る
こ
と
と
な
り

ま
す
が
、
農
産
物
の
品
揃
え
が
多
い
春
・
秋
で
検
討

を
し
て
い
く
予
定
で
あ
り
ま
す
。

営
農
部

営
農
指
導
員
に
は
、
栽
培
状
況
や
病
害
虫
発

生
の
有
無
な
ど
現
地
に
来
て
ア
ド
バ
イ
ス
し
て

い
た
だ
き
た
い
が
、
事
務
処
理
な
ど
巡
回
以
外

の
業
務
が
多
く
、
顔
を
合
わ
す
こ
と
が
少
な
く

感
じ
る
。
巡
回
業
務
が
し
や
す
い
職
場
環
境
を

作
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

ま
た
、
人
員
不
足
の
中
、
増
員
は
厳
し
い
と

は
思
い
ま
す
が
、
熟
練
指
導
員
か
ら
の
ノ
ウ
ハ

ウ
の
継
承
お
よ
び
育
成
を
し
っ
か
り
お
こ
な
っ

て
も
ら
い
、
組
合
員
の
営
農
支
援
に
努
め
て
も

ら
い
た
い
。�

（
高
岡
・
国
富
）

「
営
農
指
導
」
は
、
組
合
員
接
点
の
最
前
線
、
Ｊ

Ａ
事
業
運
営
の
根
幹
だ
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
現
場

へ
出
向
く
こ
と
が
指
導
業
務
の
基
本
で
あ
り
、
地
域

に
軸
足
を
置
い
た
運
営
、
巡
回
指
導
に
注
力
で
き
る

指
導
体
制
の
構
築
に
努
め
ま
す
。
ま
た
営
農
指
導
員

は
育
成
ま
で
に
長
い
時
間
を
要
し
ま
す
の
で
、
新

人
・
後
継
指
導
員
の
教
育
・
確
保
を
行
い
な
が
ら
質

の
高
い
営
農
支
援
体
制
の
維
持
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

担
い
手
の
育
成
に
関
し
て
、
新
規
就
農
者
へ

は
国
や
県
の
補
助
金
等
が
充
実
し
て
い
る
印
象

が
あ
る
が
、
親
元
就
農
の
後
継
者
に
関
し
て
は
、

施
設
等
の
維
持
・
修
繕
を
図
り
た
く
て
も
支
援

が
十
分
と
は
言
え
ず
ス
ム
ー
ズ
な
経
営
移
譲
の

障
壁
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
生
産
コ
ス
ト
が
上
昇
す
る
な
ど
、
就

農
環
境
が
大
変
厳
し
い
中
で
は
あ
る
が
、
今
後

の
担
い
手
が
経
営
基
盤
を
し
っ
か
り
と
築
け
る

よ
う
対
策
を
お
願
い
し
た
い
。�

（
南
宮
崎
）

産
地
の
維
持
・
発
展
に
は
、
新
規
就
農
者
に
限
ら

ず
、
親
元
就
農
の
後
継
者
や
既
存
農
家
の
持
続
的
経

営
が
必
要
不
可
欠
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
国
・

県
の
農
業
政
策
を
注
視
し
な
が
ら
必
要
に
応
じ
て
補

助
事
業
の
拡
充
や
運
用
改
善
等
の
要
請
活
動
に
努
め

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
め
ま
ぐ
る
し
く
変
化
す
る
就
農
環
境
で
は

あ
り
ま
す
が
、
将
来
を
支
え
る
担
い
手
の
経
営
基
盤

安
定
に
資
す
る
た
め
、
研
修
制
度
の
充
実
や
指
導
力

の
強
化
に
よ
る
生
産
性
の
向
上
に
引
き
続
き
取
り
組

ん
で
参
り
ま
す
。

今
後
の
米
穀
情
勢
に
つ
い
て
教
え
て
い
た
だ

き
た
い
。�

（
宮
崎
・
南
宮
崎
・
国
富
）

全
国
的
な
作
付
動
向
に
つ
い
て
は
、
主
食
用
米

の
作
付
面
積
は
全
て
の
地
域
で
減
少
し
、
前
年
実

績
（
１
３
０
・
３
万
ha
）
か
ら
５
・
２
万
ha
の
減
少
で
、

１
２
５
・
１
万
ha
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
戦

略
作
物
等
に
つ
い
て
は
、
飼
料
用
米
・
Ｗ
Ｃ
Ｓ
用

稲
・
加
工
用
米
等
が
増
加
と
な
り
ま
し
た
。
全
国
的

な
需
給
見
通
し
に
つ
い
て
は
、
令
和
５
年
産
の
需
給

均
衡
に
は
前
年
と
同
程
度
の
作
付
と
す
る
見
方
を
示

し
て
お
り
ま
す
。
一
方
で
宮
崎
県
と
し
て
は
国
が
示

す
主
食
用
米
作
付
面
積
の
目
安
を
毎
年
下
回
っ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
前
年
主
食
用
米
作
付
面
積
の
お
よ
そ

１
２
５
％
と
い
う
作
付
目
安
を
周
知
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

昨
年
も
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
拡
大
の
影
響
を
受

け
、
過
剰
在
庫
に
よ
り
前
年
産
と
比
べ
て
更
に
米
価

が
下
落
し
、
今
後
も
厳
し
い
状
況
が
続
く
こ
と
が
懸

念
さ
れ
ま
す
が
、
生
産
コ
ス
ト
上
昇
に
よ
る
厳
し
い

生
産
現
場
の
声
を
訴
え
、
適
正
な
米
価
と
な
る
よ
う

理
解
を
求
め
て
参
り
ま
す
。

ま
た
、
近
年
需
要
拡
大
が
見
直
さ
れ
て
い
る
米
粉

用
米
に
つ
い
て
は
、
米
消
費
拡
大
の
一
環
と
な
る
よ

う
取
引
先
や
消
費
者
に
需
要
喚
起
を
呼
び
か
け
し
て

参
り
ま
す
。

水
稲
作
付
が
毎
年
減
少
し
て
い
る
中
で
、
Ｊ

Ａ
の
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
運
営
は
今
後
ど
の
よ
う

に
な
る
か
教
え
て
い
た
だ
き
た
い
。�

�

（
宮
崎
・
佐
土
原
）

管
内
の
水
稲
作
付
は
減
少
の
一
途
を
た
ど
っ
て
お

り
、
Ｊ
Ａ
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
の
取
扱
高
も
年
々
減
少

し
て
お
り
ま
す
。
施
設
の
老
朽
化
等
の
影
響
も
あ
り

厳
し
い
運
営
状
況
と
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
ラ
イ
ス

セ
ン
タ
ー
を
利
用
さ
れ
て
い
る
組
合
員
の
方
々
、
地

域
の
籾
摺
り
業
組
合
と
一
緒
に
今
後
の
あ
り
方
に
つ

い
て
協
議
し
て
参
り
ま
す
。
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農
業
の
現
場
で
は
労
働
者
の
不
足
を
感
じ
て

い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
外
国
人
技
能
実
習
制
度

に
つ
い
て
も
、
農
家
の
受
け
入
れ
が
容
易
で
、

長
期
間
に
渡
り
人
材
の
確
保
が
で
き
る
制
度
と

な
る
よ
う
見
直
し
を
お
願
い
し
た
い
。�

（
宮
崎
）

現
在
、
無
料
職
業
事
業
の
運
営
や
民
間
人
材
サ
ー

ビ
ス
会
社
と
の
業
務
提
携
に
よ
る
労
働
力
確
保
支
援

に
取
り
組
ん
で
お
り
、
外
国
人
技
能
実
習
生
等
に
関

し
て
も
Ｊ
Ａ
宮
崎
中
央
会
と
の
連
携
の
も
と
、
相
談

機
能
を
担
っ
て
お
り
ま
す
。

今
後
も
雇
用
環
境
の
変
化
に
し
っ
か
り
と
対
応
で

き
る
支
援
の
充
実
強
化
や
要
請
活
動
に
関
係
機
関
・

団
体
と
と
も
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

ジ
ェ
イ
エ
イ
フ
ァ
ー
ム

野
菜
苗
の
日
曜
日
出
荷
体
制
を
改
善
検
討
し

て
い
た
だ
き
た
い
。
定
植
作
業
は
重
労
働
な
作

業
で
あ
り
、
子
供
や
親
戚
な
ど
家
族
で
行
う
場

合
が
殆
ど
で
あ
る
為
、
休
日
に
行
う
こ
と
が
多

い
。
水
稲
苗
と
は
違
っ
て
、
苗
運
搬
作
業
は
自

分
た
ち
で
行
う
こ
と
と
、
従
業
員
に
迷
惑
を
か

け
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
、
是
非
と
も
お
願
い

し
た
い
。�

（
南
宮
崎
・
国
富
）

野
菜
苗
出
荷
最
盛
期
（
８
、９
、
10
月　

１
、２
、

３
月
）
は
、
休
業
日
な
し
で
出
荷
対
応
を
行
う
よ
う

に
致
し
ま
し
た
。
但
し
、
日
曜
日
は
自
己
取
り
の
み

と
な
り
ま
す
。

※
４
月
～
７
月
、
11
月
、
12
月
は
通
常
期
と
な
り
、

日
曜
、
祝
祭
日
は
休
業
日
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

水
稲
苗
が
短
く
、
窓
口
に
行
っ
た
と
こ
ろ
、

交
換
対
応
頂
き
、
非
常
に
感
謝
し
て
い
る
。
し

か
し
、
な
ぜ
短
か
っ
た
の
か
？
ま
た
、
緊
張
感

を
持
っ
て
苗
を
作
っ
て
頂
き
た
い
。�

（
南
宮
崎
）

早
期
水
稲
の
苗
に
お
い
て
、
潅
水
管
理
を
要
因
と

し
て
一
部
で
苗
丈
の
短
い
苗
が
あ
り
ま
し
た
。　
（
南

宮
崎
管
内
）

現
時
点
で
稲
の
生
育
に
は
特
に
問
題
は
発
生
し
て

い
な
い
こ
と
を
確
認
し
て
お
り
ま
す
。

南
宮
崎
管
内
で
は
一
部
を
ジ
ェ
イ
エ
イ
フ
ァ
ー
ム

以
外
に
委
託
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
次
年
度
に
向
け

改
善
策
を
含
め
良
質
苗
管
理
に
向
け
指
導
を
行
っ
て

参
り
ま
す
。

子
会
社
の
経
営
状
況
を
見
る
と
、
ジ
ェ
イ
エ

イ
フ
ァ
ー
ム
だ
け
が
赤
字
と
な
っ
て
い
る
。
原

因
は
何
な
の
か
。�

�

（
宮
崎
・
佐
土
原
・
高
岡
・
国
富
）

本
年
度
は
、
事
業
利
益
が
約
６
千
万
円
の
赤
字
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。
内
容
と
し
ま
し
て
、
次
世
代
施

設
園
芸
団
地
事
業
で
約
４
千
万
円
、
施
設
賃
貸
借
事

業
（
入
植
団
地
）
で
約
２
千
万
円
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。
ま
た
、
育
苗
事
業
に
つ
い
て
も
、
材
料
費
や
労

務
費
な
ど
コ
ス
ト
が
増
加
し
て
お
り
ま
す
。

現
在
、
Ｊ
Ａ
中
央
会
へ
も
経
営
改
善
に
向
け
相
談

し
て
お
り
、
併
せ
て
、
関
係
部
署
に
よ
る
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
検
討
及
び
理
事
代
表
を
構
成
員
と
す
る
、
経
営

改
善
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
抜
本
的
な
改
善
に
向
け

８
月
を
目
標
に
改
善
策
を
整
理
し
て
お
り
ま
す
。

販
売
部

生
産
コ
ス
ト
は
上
昇
し
て
い
る
が
、
販
売
価

格
は
上
が
ら
な
い
。
何
か
対
策
が
あ
れ
ば
教
え

て
い
た
だ
き
た
い
。�

（
宮
崎
・
南
宮
崎
）

青
果
物
は
需
給
バ
ラ
ン
ス
に
よ
る
時
価
相
場
で
取

引
さ
れ
る
た
め
、
希
望
通
り
の
販
売
価
格
に
な
ら
な

い
の
が
実
情
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
生
産
コ
ス
ト
の

高
止
ま
り
が
農
家
経
営
に
及
ぼ
し
て
い
る
影
響
に
つ

い
て
は
、
今
後
も
取
引
先
へ
強
く
理
解
を
求
め
て
参

り
ま
す
。
さ
ら
に
、
販
売
価
格
へ
の
転
嫁
は
単
県
で

実
現
で
き
る
も
の
で
は
な
い
た
め
、
引
き
続
き
国
へ

の
要
請
活
動
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

共
選
が
増
え
て
く
る
と
滞
果
の
心
配
が
あ
る
。

令
和
６
年
に
胡
瓜
の
選
果
機
の
入
替
計
画
が
あ

る
が
、
ま
た
も
う
一
機
も
更
新
の
時
期
が
く
る

の
で
、
速
や
か
な
対
応
、
対
策
を
し
て
い
た
だ

き
た
い
。�

（
高
岡
）

年
末
年
始
や
最
盛
期
に
お
い
て
は
選
果
滞
果
が
発

生
し
ご
心
配
を
お
か
け
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
機

械
不
具
合
に
よ
る
部
品
調
達
や
人
員
確
保
も
重
要
課

題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
ス
ム
ー
ズ
な
選
果
処
理

が
行
え
る
よ
う
努
め
て
参
り
ま
す
。

今
後
の
選
果
機
更
新
に
つ
い
て
も
、
補
助
事
業
で

導
入
で
き
る
よ
う
部
会
や
関
係
機
関
と
取
り
組
ん
で

参
り
ま
す
。

座
談
会
資
料
の
29
ペ
ー
ジ
の
事
業
計
画
の
中

で
、
野
菜
の
中
に
加
工
野
菜
と
あ
り
ま
す
が
、

数
量
的
に
は
前
年
度
よ
り
増
加
し
て
い
る
の
に
、

金
額
が
下
が
っ
て
い
る
が
、
数
字
の
内
訳
を
教

え
て
い
た
だ
き
た
い
。
ま
た
戦
略
が
Ｊ
Ａ
の
方

か
ら
見
え
て
こ
な
い
。
収
支
等
、
経
営
の
指
針

を
現
場
に
も
情
報
を
頂
け
る
と
あ
り
が
た
い
。

�

（
宮
崎
）

○
加
工
野
菜
取
扱
い
品
目

加
工
甘
藷
、
加
工
大
根
、
加
工
高
菜
が
主
な
品
目

に
な
り
ま
す
。
こ
の
主
品
目
の
取
組
数
量
の
増
加
に

よ
り
加
工
品
全
体
の
計
画
数
量
は
増
え
て
お
り
ま
す

が
、
単
価
の
低
い
品
目
で
あ
る
為
、
加
工
品
目
全
体

の
計
画
金
額
が
前
年
を
下
回
っ
て
お
り
ま
す
。

（
計
画
数
量
：
加
工
甘
藷
１
︐１
８
６
ｔ
、
加
工
大

根
７
０
０
ｔ
、
加
工
高
菜
４
８
１
ｔ
）

様
々
な
品
目
の
中
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
加
工
野
菜
に

対
す
る
販
売
先
は
ど
こ
で
あ
る
か
等
を
、
支
部
や
青

年
部
の
役
員
等
に
も
配
布
し
て
、
盟
友
全
員
ま
た
は

露
地
作
対
象
の
方
に
配
布
す
る
の
か
を
相
談
さ
せ
て

頂
き
、
現
状
の
情
報
を
伝
え
、
す
ぐ
に
対
応
が
で
き

る
よ
う
に
し
て
参
り
ま
す
。

「
２
０
２
４
年
問
題
」
物
流
対
策
に
つ
い
て
聞

き
た
い
。�

（
田
野
）

２
０
２
４
年
問
題
の
対
策
に
関
し
て
は
、
先
ず
は

各
運
送
会
社
に
よ
る
ド
ラ
イ
バ
ー
の
時
間
外
労
働
時

間
の
上
限
規
制
へ
の
対
策
を
図
る
べ
く
、
カ
ー
フ
ェ

リ
ー
の
フ
ル
活
用
に
よ
る
休
憩
時
間
（
継
続
９
時
間

以
上
）
を
厳
守
し
、
ド
ラ
イ
バ
ー
不
足
対
策
と
法
令

順
守
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。
そ
れ
に
伴
う
Ｊ
Ａ

側
の
対
策
と
し
て
は
、
中
京
以
東
へ
の
販
売
は
４
日

目
販
売
と
し
、
各
方
面
別
の
出
発
時
間
の
厳
守
（
分

荷
・
出
荷
タ
イ
ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
）
を
し
て
お
り
、

更
に
は
消
費
地
の
配
送
先
箇
所
数
の
削
減
対
策
と
し

て
消
費
地
物
流
拠
点
（
Ｓ
Ｐ
）
を
活
用
し
た
取
り
組

み
も
進
め
て
お
り
ま
す
。

取
引
市
場
に
お
い
て
も
、
ス
ム
ー
ズ
な
荷
下
し
が

可
能
と
な
る
体
制
整
備
と
し
て
、
市
場
内
で
の
待
機

時
間
の
削
減
体
制
の
構
築
を
依
頼
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
取
引
先
重
点
化
（
取
引
市
場
の
重
点
化
に

よ
る
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
強
化
）
を
進
め
、
販
売

ロ
ッ
ト
拡
大
に
よ
る
価
格
交
渉
力
の
向
上
と
、
配
送

面
で
の
有
利
性
を
高
め
る
取
り
組
み
を
講
じ
て
参
り

ま
す
。

時
代
も
進
ん
で
お
り
情
報
通
信
技
術
が
発
達

し
て
き
て
い
る
。
青
果
物
の
荷
受
け
シ
ス
テ
ム

が
自
分
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら
デ
ー
タ
を
送

信
し
て
、
Ｊ
Ａ
で
荷
受
け
デ
ー
タ
が
受
け
取
れ

る
よ
う
に
簡
略
化
出
来
れ
ば
、
Ｊ
Ａ
の
業
務
も

効
率
化
が
図
れ
る
と
思
う
の
で
実
現
し
て
ほ
し

い
。�

（
佐
土
原
）

他
県
に
お
い
て
は
、
生
産
者
自
身
が
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
で
出
荷
情
報
を
入
力
し
、
選
果
場
端
末
に
リ

ア
ル
タ
イ
ム
で
入
荷
情
報
が
反
映
す
る
、
と
い
う
シ

ス
テ
ム
等
の
導
入
事
例
が
あ
り
ま
す
。
Ｊ
Ａ
宮
崎
情

報
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
と
、
外
部
機
器
の
導
入
は
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
に
大
き
な
穴
を
開
け
る
こ
と
に
な
り
、

サ
イ
バ
ー
攻
撃
の
リ
ス
ク
を
高
め
る
こ
と
か
ら
宮
崎

独
自
の
開
発
が
好
ま
し
い
と
の
見
方
を
し
て
お
り
ま

す
。
こ
れ
に
は
時
間
と
コ
ス
ト
を
要
し
ま
す
の
で
、
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セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
を
含
め
慎
重
に
検
討
を
進
め
て

参
り
ま
す
。

青
果
物
輸
出
の
情
勢
に
つ
い
て
教
え
て
欲
し

い
。�

（
宮
崎
）

輸
出
に
つ
い
て
は
各
都
道
府
県
単
位
で
取
り
組
ん

で
お
り
ま
す
。
国
に
よ
っ
て
特
色
や
食
文
化
の
違
い

も
あ
る
こ
と
か
ら
、
現
在
は
宮
崎
県
の
海
外
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
活
用
し
た
輸
出
事
業
を
展
開
し
て

お
り
ま
す
。
引
き
続
き
多
品
目
で
の
提
案
を
行
い
拡

大
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

経
済
部

肥
料
・
飼
料
な
ど
の
農
業
資
材
及
び
燃
料
価

格
が
高
騰
し
て
お
り
農
業
経
営
は
非
常
に
厳
し

い
状
況
に
あ
る
。
今
後
、
Ｊ
Ａ
と
し
て
ど
の
よ

う
な
取
組
み
を
考
え
て
い
る
の
か
教
え
て
ほ
し

い
。�

（
宮
崎
・
南
宮
崎
・
田
野
・
高
岡
・
国
富
）

ロ
シ
ア
・
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
に
よ
る
燃
料
価
格
や

穀
物
相
場
の
上
昇
及
び
農
業
資
材
の
原
料
・
原
体
の

多
く
を
所
有
す
る
中
国
の
国
内
需
要
を
優
先
す
る
政

策
等
を
主
要
因
に
、
海
外
原
料
に
依
存
す
る
肥
料
・

飼
料
を
は
じ
め
燃
料
価
格
な
ど
、
今
後
も
高
値
で
推

移
す
る
事
が
確
実
視
さ
れ
、
農
業
を
取
り
巻
く
環
境

は
引
き
続
き
非
常
に
厳
し
い
と
予
想
さ
れ
ま
す
。

令
和
５
年
度
は
、
指
導
部
門
と
の
連
携
と
㈱
ア
グ

リ
プ
ラ
ス
に
よ
る
仕
入
交
渉
の
も
と
、
継
続
し
た
Ｊ

Ａ
オ
リ
ジ
ナ
ル
商
品
の
推
進
強
化
や
肥
料
・
飼
料
・

農
薬
・
農
業
用
ビ
ニ
ー
ル
・
Ｐ
Ｏ
・
園
芸
畜
産
資
材

な
ど
、
予
約
購
買
に
特
化
し
た
各
分
野
に
お
け
る

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
特
に
、
Ｊ

Ａ
オ
リ
ジ
ナ
ル
農
業
用
ビ
ニ
ー
ル
「
ひ
な
た
」
シ

リ
ー
ズ
は
、
相
次
ぐ
値
上
げ
要
請
が
あ
る
な
か
Ｊ
Ａ

独
自
品
目
の
特
性
を
活
か
し
予
約
価
格
の
改
定
を
行

わ
ず
据
え
置
き
価
格
で
提
供
、
粗
飼
料
（
乾
牧
草
）

に
つ
い
て
は
、
期
間
を
定
め
た
自
己
取
り
方
式
に
よ

る
供
給
を
実
施
し
特
別
価
格
の
設
定
と
安
定
供
給
を

図
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
前
例
に
な
い
価
格
と
な
っ
た
肥
料
に
つ
い

て
は
、
営
農
関
連
部
門
と
㈱
ア
グ
リ
プ
ラ
ス
が
県
内

地
域
資
源
で
あ
る
畜
産
副
産
物
や
堆
肥
（
鶏
糞
・
豚

糞
）
を
活
用
し
た
野
菜
・
果
樹
花
卉
・
水
稲
・
茶
な

ど
各
作
物
に
使
用
す
る
低
コ
ス
ト
肥
料
の
導
入
に
向

け
、
関
連
会
社
・
系
統
組
織
と
検
討
を
重
ね
試
験
を

進
め
て
お
り
ま
す
。

燃
料
部
門
で
は
、
事
業
分
量
配
当
及
び
系
統
組
織

と
の
連
携
に
よ
る
価
格
高
騰
対
策
に
加
え
、
燃
油

セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
事
業
の
生
産
者
負
担
金
の
立

替
え
を
行
い
ま
し
た
。

今
後
も
㈱
ア
グ
リ
プ
ラ
ス
と
連
携
を
図
り
、
情
報

範
囲
を
拡
げ
た
的
確
な
判
断
と
幅
広
い
交
渉
の
も
と

生
産
コ
ス
ト
抑
制
対
策
の
強
化
に
加
え
、
国
政
等
へ

の
更
な
る
価
格
対
策
を
要
請
し
て
参
り
ま
す
。

生
産
資
材
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
つ
い
て
、
対
象

商
品
を
増
や
し
少
量
か
ら
の
購
入
も
対
象
に
し

て
ほ
し
い
。
ま
た
、
早
め
の
案
内
を
お
願
い
し

た
い
。�

（
南
宮
崎
・
国
富
）

生
産
資
材
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
つ
い
て
は
、
飼
料
作

肥
料
・
農
薬
全
般
・
園
芸
畜
産
資
材
な
ど
主
要
ほ
ぼ

全
品
目
を
対
象
と
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。
今
後
も

対
象
商
品
の
維
持
・
拡
大
に
向
け
、
指
導
部
門
・
経

済
渉
外
担
当
者
と
の
情
報
共
有
や
ア
グ
リ
プ
ラ
ス
と

連
携
の
も
と
で
き
る
限
り
の
価
格
対
策
に
努
め
る
と

と
も
に
、
経
済
渉
外
担
当
者
を
中
心
と
し
た
予
約
推

進
を
図
り
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
周
知
活
動
を
強
化
し
て

参
り
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
以
上
の
価
格
対
策
の

為
に
は
組
合
員
皆
様
の
予
約
注
文
が
不
可
欠
で
あ
り

ま
す
の
で
、
担
当
職
員
が
伺
い
ま
し
た
ら
是
非
と
も

ご
注
文
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

な
お
、
現
在
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
お
い
て
も
１

袋
・
１
箱
か
ら
値
引
き
対
象
と
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

ご
利
用
下
さ
い
。

今
後
も
組
合
員
皆
様
の
生
産
コ
ス
ト
抑
制
に
取
り

組
ん
で
参
り
ま
す
。

総
代
会
資
料
78
ペ
ー
ジ
・
座
談
会
資
料
33

ペ
ー
ジ
に
令
和
５
年
度
の
購
買
事
業
供
給
高

（
生
産
資
材
）
が
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
ビ
ニ
ー

ル
の
事
業
計
画
が
示
さ
れ
て
い
な
い
の
は
な
ぜ

か
。�

（
南
宮
崎
）

こ
れ
ま
で
経
済
課
（
生
産
資
材
）
で
行
っ
て
お
り

ま
し
た
ビ
ニ
ー
ル
供
給
に
関
係
す
る
事
務
を
令
和
５

年
度
よ
り
業
務
の
集
約
・
効
率
化
を
図
る
た
め
ビ

ニ
ー
ル
加
工
事
業
に
移
行
し
ま
し
た
の
で
、
生
産
資

材
の
令
和
５
年
度
事
業
計
画
は
表
記
な
し
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。
な
お
、
ビ
ニ
ー
ル
加
工
事
業
に
お
い
て

は
、
加
工
収
益
・
費
用
を
管
理
す
る
事
業
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
こ
れ
ま
で
通
り
加
工
収
支
の
計
画
を
示
し

て
お
り
ま
す
。
来
年
度
以
降
の
ビ
ニ
ー
ル
供
給
高
の

事
業
実
績
・
計
画
の
記
載
方
法
に
つ
い
て
は
今
後
検

討
い
た
し
ま
す
。

令
和
５
年
度
の
ビ
ニ
ー
ル
供
給
高
は
（
４
９
３
︐

８
５
０
千
円
）
を
計
画
し
て
お
り
ま
す
。

昨
年
の
台
風
14
号
の
被
害
に
よ
り
注
文
し
た

ビ
ニ
ー
ル
の
納
品
遅
れ
が
あ
っ
た
と
聞
い
た
。

今
後
、
迅
速
な
対
応
を
し
て
頂
き
た
い
。�

�

（
国
富
）

加
工
場
は
そ
れ
ぞ
れ
担
当
す
る
地
域
が
あ
り
、
国

富
支
店
は
南
ビ
ニ
ー
ル
加
工
場
が
基
本
と
な
り
ま
す
。

南
ビ
ニ
ー
ル
加
工
場
が
稼
働
で
き
な
い
場
合
は
他
の

加
工
場
へ
依
頼
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
が
、
担
当
地

域
分
の
製
造
が
終
了
し
て
か
ら
の
対
応
と
な
り
ま
す
。

昨
年
度
の
台
風
14
号
後
の
対
応
に
つ
い
て
は
、
担

当
職
員
と
従
業
員
に
よ
る
懸
命
な
加
工
に
努
め
ま
し

た
が
、
南
ビ
ニ
ー
ル
加
工
場
の
停
電
も
あ
り
一
部
製

品
の
納
品
に
バ
ラ
つ
き
が
生
じ
ま
し
た
。

今
後
の
自
然
災
害
等
の
緊
急
時
対
応
に
つ
い
て
は
、

南
・
北
ビ
ニ
ー
ル
加
工
場
と
関
係
部
署
の
情
報
共
有

と
受
注
・
加
工
体
制
の
強
化
と
と
も
に
、
災
害
時
に

備
え
た
業
務
提
携
先
で
あ
る
熊
本
県
の
関
連
会
社
２

社
と
密
な
連
携
を
図
り
、
一
刻
も
早
い
復
旧
対
応
に

努
め
て
参
り
ま
す
。

農
機
の
修
理
や
整
備
に
時
間
が
か
か
っ
て
い

る
の
で
、
Ｏ
Ｂ
な
ど
を
経
験
者
を
雇
用
す
る
な

ど
増
員
し
早
く
対
応
し
て
欲
し
い
。�

�

（
南
宮
崎
・
田
野
）

出
向
く
出
張
整
備
を
は
じ
め
繁
忙
期
に
備
え
た
格

納
点
検
及
び
整
備
会
の
実
施
等
に
努
め
て
お
り
ま
す

が
、
農
繁
期
及
び
整
備
時
間
帯
に
よ
っ
て
は
混
み
合

い
、
対
応
が
遅
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
理
解

く
だ
さ
い
。
現
在
、
整
備
担
当
の
Ｏ
Ｂ
職
員
は
管
内

５
名
雇
用
し
て
い
ま
す
が
、
整
備
士
の
高
齢
化
が
進

み
人
員
の
確
保
と
更
な
る
作
業
の
効
率
化
が
必
要
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。
今
後
も
、
継
続
的
な
整
備
担
当

者
の
募
集
と
と
も
に
、
系
統
組
織
・
メ
ー
カ
ー
及
び

支
店
間
連
携
を
強
化
し
、
応
援
・
整
備
体
制
の
拡
充

と
整
備
力
向
上
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

農
機
の
修
理
工
賃
は
１
時
間
い
く
ら
か
。
業

者
と
比
べ
ど
う
な
の
か
。
ま
た
、
請
求
書
に
は

総
額
し
か
記
載
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
明
細
表

が
あ
れ
ば
配
布
し
て
ほ
し
い
。�

（
南
宮
崎
）

農
業
機
械
の
整
備
料
金
は
１
時
間
７
千
円
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。
商
系
特
有
の
戦
略
に
よ
り
個
人
差
は

あ
り
ま
す
が
商
社
よ
り
も
安
く
提
供
し
て
い
る
と
の

情
報
が
あ
り
ま
す
。
な
お
、
明
細
表
の
配
布
に
つ
い

て
は
、
ご
要
望
に
応
じ
た
対
応
が
で
き
る
よ
う
に
致

し
ま
す
。

軽
油
の
５
０
０
ℓ
タ
ン
ク
を
設
置
し
て
い
る

が
、
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
で
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を

行
っ
て
い
る
際
に
店
頭
の
み
が
対
象
で
配
達
が

対
象
外
で
あ
っ
た
。
配
達
は
組
合
員
の
利
用
が

多
く
、
利
用
量
も
多
い
為
対
象
に
し
て
も
ら
い

た
い
。�

（
南
宮
崎
）

軽
油
等
の
特
売
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
、
配
送
に
関
わ

る
労
働
力
や
人
件
費
の
削
減
及
び
業
務
の
効
率
化
等

を
価
格
に
反
映
し
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
燃

料
配
送
の
際
は
、
配
送
料
は
頂
い
て
お
り
ま
せ
ん
の

で
、
ご
理
解
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。
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他
社
の
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
に
比
べ
ガ
ソ
リ

ン
価
格
が
か
な
り
高
い
と
思
う
。
な
ぜ
こ
ん
な

に
価
格
の
差
が
で
る
の
か
。�

�
（
宮
崎
・
南
宮
崎
・
佐
土
原
・
国
富
）

日
頃
よ
り
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｓ
の
ご
利
用
誠
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
Ｊ
Ａ
宮
崎
中
央
管
内
の
ガ
ソ
リ
ン
等

の
価
格
に
つ
い
て
は
、
燃
料
販
売
に
特
化
し
た
低
コ

ス
ト
で
運
営
す
る
Ｓ
Ｓ
と
の
競
争
に
よ
っ
て
価
格
差

が
生
じ
て
お
り
ま
す
。
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｓ
に
お
い
て
は
、
洗

車
・
タ
イ
ヤ
交
換
や
軽
整
備
及
び
営
農
用
燃
料
等
の

配
送
な
ど
各
支
店
に
お
い
て
組
合
員
へ
サ
ー
ビ
ス
が

で
き
る
体
制
の
も
と
管
内
統
一
し
た
適
正
価
格
を
設

け
て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
組
合
員
皆
様
か
ら

競
合
店
に
対
抗
で
き
る
魅
力
あ
る
燃
料
価
格
の
提
供

を
農
業
経
営
の
負
担
軽
減
を
含
め
数
多
く
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
現
在
、
こ
れ
ま
で
の
イ
ベ
ン
ト
・
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
等
の
見
直
し
や
更
な
る
サ
ー
ビ
ス
向
上
と

継
続
し
た
事
業
経
営
を
考
慮
し
た
積
極
的
な
価
格
対

策
の
早
期
実
現
に
向
け
て
検
討
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

内
容
が
決
ま
り
次
第
お
知
ら
せ
致
し
ま
す
。

令
和
４
年
度
の
組
合
員
支
援
対
策
の
内
容
に

つ
い
て
教
え
て
ほ
し
い
。�

（
宮
崎
・
南
宮
崎
）

生
産
資
材
・
燃
料
の
高
騰
な
ど
過
去
に
経
験
し
た

事
の
な
い
農
業
情
勢
に
あ
る
な
か
、
組
合
員
皆
様
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
頂
き
、
総
合
事
業
に
お
い
て
計

画
以
上
の
実
績
を
あ
げ
る
事
が
出
来
ま
し
た
の
で
、

非
常
に
厳
し
い
局
面
に
あ
り
ま
す
農
業
経
営
を
考
慮

し
、
組
合
員
支
援
対
策
と
し
て
事
業
分
量
配
当
を
予

定
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
世
界
情
勢
の
影
響
を
大
き
く
受
け
価
格
が

急
騰
し
ま
し
た
肥
料
・
飼
料
・
農
業
用
ビ
ニ
ー
ル
及

び
営
農
用
燃
料
等
に
つ
い
て
は
、
従
来
の
価
格
対
策

に
加
え
、
営
農
関
連
部
門
と
ア
グ
リ
プ
ラ
ス
の
連
携

に
よ
り
、
大
口
仕
入
れ
の
実
施
等
に
よ
る
特
別
予
約

価
格
の
設
定
や
系
統
組
織
と
と
も
に
支
援
対
策
を
実

施
致
し
ま
し
た
。

昨
年
の
台
風
14
号
の
際
に
、
多
く
の
ハ
ウ
ス

加
温
機
が
被
害
に
遭
っ
た
。
Ｊ
Ａ
に
つ
い
て
は

休
日
対
応
を
行
っ
て
い
た
が
、
農
業
機
械
の
発

注
先
で
あ
る
経
済
連
に
お
い
て
も
被
害
が
大
き

く
不
測
の
事
態
に
は
対
応
で
き
る
よ
う
に
対
策

し
て
ほ
し
い
。�

（
国
富
）

令
和
４
年
度
の
台
風
14
号
を
教
訓
に
、
経
済
連
及

び
メ
ー
カ
ー
と
連
携
強
化
の
も
と
状
況
に
応
じ
た
連

絡
・
人
員
体
制
を
は
じ
め
予
想
さ
れ
る
部
品
等
の
在

庫
管
理
や
点
検
修
理
な
ど
台
風
経
過
後
の
被
害
時
に

対
応
で
き
る
体
制
構
築
を
図
り
迅
速
な
営
農
再
開
に

向
け
努
め
て
参
り
ま
す
。
併
せ
て
、
農
業
機
械
の
浸

水
時
の
対
応
な
ど
台
風
シ
ー
ズ
ン
前
の
事
前
周
知
を

広
告
等
を
作
成
し
、
組
合
員
の
皆
様
へ
周
知
を
図
っ

て
参
り
ま
す
。

資
材
窓
口
に
購
入
に
行
っ
た
際
に
価
格
を
聞

く
が
、
す
ぐ
に
返
答
が
無
い
。
広
報
誌
「
め
ぐ

み
」
や
Ｊ
Ａ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
資
材
価
格
表

を
掲
載
し
た
り
、
燃
油
価
格
の
連
絡
も
メ
ー
ル

等
で
送
付
し
て
も
ら
え
れ
ば
、
ペ
ー
パ
ー
レ
ス

化
に
も
な
る
の
で
は
な
い
か
。�

（
宮
崎
）

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
が
進
み
、
若
い
組
合

員
を
中
心
に
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
た
情
報
発
信
を
し
て

ほ
し
い
と
以
前
よ
り
多
く
の
ご
要
望
を
頂
い
て
お
り

ま
す
。

こ
れ
ま
で
、
ガ
ソ
リ
ン
・
灯
油
・
軽
油
に
つ
い
て

は
、
メ
ー
ル
配
信
に
よ
る
価
格
通
知
を
行
っ
て
お
り

ま
す
が
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
関
係
も
あ
り
新
規
登
録
が

で
き
な
い
状
況
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
現
在
、
燃

料
価
格
の
配
信
と
併
せ
て
生
産
資
材
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

な
ど
経
済
事
業
の
主
な
情
報
提
供
を
ラ
イ
ン
（
Ｌ
Ｉ

Ｎ
Ｅ
）
に
よ
る
発
信
の
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。
情

報
内
容
の
条
件
・
頻
度
・
方
法
な
ど
取
組
項
目
を
協

議
・
整
理
し
早
期
実
現
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

ア
グ
リ
プ
ラ
ス

Ｊ
Ａ
も
ス
マ
ー
ト
農
業
に
取
り
組
ん
で
い
る

が
、
事
業
内
容
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。�

（
田
野
）

ド
ロ
ー
ン
に
よ
る
農
薬
散
布
及
び
ハ
ウ
ス
屋
根
へ

の
遮
熱
・
遮
光
剤
・
汚
れ
除
去
剤
の
散
布
を
行
っ
て

お
り
ま
す
。

農
薬
散
布
に
つ
い
て
は
、
水
稲
及
び
甘
藷
・
大
根

で
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
果
樹
へ
の
散
布
試

験
に
現
在
取
組
ん
で
お
り
ま
す
。
な
お
、
無
人
航
空

機
に
よ
る
散
布
登
録
農
薬
で
あ
れ
ば
全
て
防
除
可
能

で
す
。

散
布
料
金
は
、
農
薬
料
金
別
途
で
10
ａ
当
た
り

２
︐０
０
０
円
（
税
別
）、
ハ
ウ
ス
へ
の
散
布
料
金

は
、
薬
剤
別
途
で
10
ａ
当
た
り
２
７
︐０
０
０
円

（
税
別
）
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
ド
ロ
ー
ン

技
能
認
定
資
格
取
得
教
習
会
も
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

ア
グ
リ
プ
ラ
ス
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
販
売
に

取
り
組
ん
で
い
る
が
、
事
業
内
容
を
教
え
て
く

だ
さ
い
。

令
和
５
年
３
月
１
日
よ
り
開
始
致
し
ま
し
た
。

販
売
品
目
は
Ｊ
Ａ
宮
崎
中
央
の
販
売
数
量
上
位
に

入
る
、
施
設
野
菜
・
果
樹
・
露
地
野
菜
を
中
心
に
登

録
の
あ
る
約
１
６
０
品
目
（
毒
劇
物
・
水
稲
農
薬
除

く
）
で
す
。
※
随
時
追
加
し
て
い
く
予
定
で
す
。

決
済
方
法
も
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
決
済
・
コ
ン
ビ

ニ
・
銀
行
・
ス
マ
ホ
決
済
が
利
用
で
き
ま
す
。

販
売
価
格
に
つ
い
て
は
、
他
社
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

価
格
を
調
査
し
設
定
し
て
お
り
、
品
目
に
よ
っ
て
も

異
な
り
ま
す
が
、
Ｊ
Ａ
宮
崎
中
央
で
購
入
で
き
る
最

安
値
と
ほ
ぼ
同
等
の
価
格
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

畜
産
部

管
内
家
畜
人
工
師
の
担
い
手
に
関
し
て
今
後

ど
の
様
な
考
え
を
持
っ
て
い
る
の
か
。
５
年

～
10
後
を
見
据
え
た
対
応
を
お
願
い
し
た
い
。

�

（
南
宮
崎
）

管
内
家
畜
人
工
授
精
師
に
つ
い
て
は
、
宮
崎
中
央

改
良
協
会
（
家
畜
人
工
授
精
師
組
合
）
と
連
携
し
て

進
め
て
参
り
ま
す
。

優
良
雌
牛
確
保
対
策
事
業
に
つ
い
て
対
象

種
雄
牛
を
限
定
し
た
経
緯
を
教
え
て
ほ
し
い
。

�

（
国
富
）

優
良
雌
牛
確
保
対
策
事
業
の
種
雄
牛
二
刀
流
に
つ

い
て
は
、
枝
肉
成
績
が
良
好
で
あ
り
全
国
的
に
注
目

度
が
高
ま
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
令
和
５
年
度
の

セ
リ
市
出
場
頭
数
が
50
％
以
上
超
え
る
こ
と
か
ら
市

場
活
性
化
と
繁
殖
母
牛
の
更
新
の
為
に
事
業
を
始
め

ま
し
た
。

金
融
部

今
後
、
統
廃
合
店
舗
の
Ａ
Ｔ
Ｍ
は
ど
う
な
る

の
か
。�

（
南
宮
崎
）

Ａ
Ｔ
Ｍ
に
つ
い
て
は
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
の
流
れ

に
伴
い
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
今
後
は
地
域
の
意

向
を
踏
ま
え
な
が
ら
長
期
的
な
視
点
で
対
応
を
検
討

し
て
参
り
ま
す
。
ま
た
、
機
械
の
更
新
や
支
店
用
地

の
売
却
の
場
合
に
は
、
地
域
の
役
員
や
地
域
の
方
と

話
し
合
い
を
重
ね
て
参
り
ま
す
。

年
金
友
の
会
に
つ
い
て
、
会
員
全
員
に
平
等

な
取
り
組
み
を
お
願
い
し
た
い
。�

（
南
宮
崎
）

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
、
様
々

な
イ
ベ
ン
ト
の
中
止
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
こ
と
に
つ

蠍座 10/24〜11/22 全体運★やり残しがないか確認しましょう。丁寧な連絡でミスを回避。1人で無理せず協力者を探す姿勢も大事です13　2023.６月号　めぐみ 2023.６月号　めぐみ　12



き
ま
し
て
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

今
後
は
、
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
に
加
え
、
ス
マ
ホ

教
室
や
総
会
等
、
会
員
様
全
員
に
喜
ん
で
い
た
だ
け

る
取
り
組
み
を
実
施
し
て
参
り
ま
す
の
で
、
引
き
続

き
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

共
済
部

共
済
事
業
の
新
契
約
の
計
画
が
、
前
年
と
比

べ
減
少
し
て
い
る
の
は
な
ぜ
か
。�

（
宮
崎
）

共
済
事
業
に
つ
い
て
は
、
不
祥
事
防
止
対
策
や
農

水
省
か
ら
の
指
導
も
あ
り
、
推
進
体
制
の
見
直
し
を

図
り
ま
し
た
。
新
契
約
高
は
前
年
比
減
少
と
な
り
ま

す
が
、
短
期
共
済
や
保
全
強
化
に
取
組
み
、
事
業
利

益
の
確
保
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

３
月
の
報
道
番
組
で
Ｊ
Ａ
共
済
の
不
適
切
な

推
進
が
行
わ
れ
て
い
た
と
あ
っ
た
が
、
宮
崎
中

央
で
は
ど
う
な
の
か
。
ま
た
職
員
の
ノ
ル
マ
は

ま
だ
あ
る
の
か
。�

（
南
宮
崎
・
田
野
）

報
道
に
あ
っ
た
内
容
は
、
建
物
共
済
を
新
し
い
仕

組
み
に
変
更
し
保
障
内
容
を
良
く
す
る
な
ど
で
は
な

く
、
解
約
金
を
使
い
期
間
を
延
長
す
る
こ
と
に
よ
り

掛
金
を
安
く
見
せ
る
と
い
う
も
の
で
あ
り
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
宮
崎
中
央
で
は
、
こ
の
様
な
「
解
約
新
規
」
を

実
績
と
し
て
認
め
る
こ
と
も
な
く
、
推
進
す
る
こ
と

も
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
現
在
、
共
済
推
進
に
つ
い
て
は
、

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
を
重
視
し
、
専
門
職
の
渉
外
担

当
者
の
み
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

総
務
部

人
事
異
動
に
つ
い
て
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
の
育

成
を
お
願
い
し
た
い
。�

（
宮
崎
）

人
事
制
度
に
は
職
員
一
人
一
人
が
能
力
と
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
を
発
揮
で
き
る
よ
う
人
事
管
理
を
行
い
、

組
織
の
成
長
に
結
び
つ
け
る
目
的
が
あ
り
ま
す
。
当

Ｊ
Ａ
で
は
職
員
側
か
ら
自
由
に
発
信
で
き
る
機
会
と

し
て
「
自
己
申
告
書
」
の
制
度
が
あ
り
ま
す
。
そ
の

中
に
は
異
動
の
希
望
に
つ
い
て
や
今
後
学
び
た
い
事

な
ど
の
項
目
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
申
告
書
は
人
事
異

動
の
参
考
と
し
人
材
育
成
に
も
役
立
て
て
い
ま
す
。

た
だ
、
全
て
の
職
員
の
希
望
通
り
と
は
な
ら
な
い
こ

と
は
職
員
に
も
理
解
頂
い
て
い
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
令
和
４
年
度
に
「
Ｊ
Ａ
宮
崎
中
央
人
材
育
成

計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。
今
後
は
よ
り
具
体
的
に

人
材
育
成
、
キ
ャ
リ
ア
育
成
に
向
け
取
組
を
進
め
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

畜
産
指
導
員
の
減
少
を
懸
念
し
て
い
る
。
新

人
が
補
充
さ
れ
る
と
の
事
で
あ
る
が
即
戦
力
と

は
い
か
な
い
の
で
、
し
っ
か
り
と
し
た
組
織
体

制
作
り
を
お
願
い
し
た
い
。�

�

（
宮
崎
・
南
宮
崎
・
田
野
・
国
富
）

畜
産
部
に
お
い
て
は
、
令
和
５
年
度
の
人
事
異
動

で
２
名
の
増
員
と
新
卒
採
用
職
員
４
名
の
６
名
を
配

置
し
ま
し
た
。
新
人
職
員
育
成
に
つ
い
て
は
、
畜
産

部
の
み
な
ら
ず
Ｊ
Ａ
全
体
で
取
り
組
み
、
畜
産
事
業

に
貢
献
で
き
る
職
員
へ
と
育
成
に
注
力
し
て
参
り
ま

す
。プ

リ
エ
ー
ル

当
初
計
画
の
あ
っ
た
プ
リ
エ
ー
ル
の
建
設
に

つ
い
て
は
是
非
と
も
実
行
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

プ
リ
エ
ー
ル
花
ヶ
島
や
清
武
は
距
離
が
あ
り
不

便
で
あ
る
。
宮
崎
西
部
地
区
の
葬
祭
場
と
し
て

強
く
要
望
す
る
。�

（
宮
崎
）

宮
崎
西
部
地
区
に
葬
祭
場
出
店
の
強
い
要
望
が
あ

る
こ
と
は
十
分
に
理
解
し
て
お
り
ま
す
。

組
合
員
の
皆
様
の
要
望
を
受
け
ま
し
て
ジ
ェ
イ
エ

イ
福
祉
で
は
、
過
去
に
宮
崎
西
部
地
区
に
お
い
て
建

設
候
補
地
の
選
定
を
行
い
ま
し
た
が
、
用
途
規
制
等

に
よ
り
候
補
地
の
選
定
ま
で
至
ら
な
か
っ
た
経
緯
が

あ
り
ま
す
。
今
後
も
当
該
周
辺
地
域
の
葬
祭
の
状
況

や
費
用
対
効
果
の
検
証
を
行
い
な
が
ら
検
討
し
て
参

り
ま
す
。

農業の求人をサポートします
収穫時期等の繁忙期や規模拡大に合わせた労働力
を確保するため求人を行う農業者に対して、広告
掲載費用の一部を助成します。

宮崎市内に在住し、市内で農業経営を行う農業者
で以下に該当する者
①認定農業者　　②認定新規就農者

有料職業紹介事業を活用するために必要な経費

対象経費の1/2以内　補助金額の上限は30,000円

令和３年度～令和５年度
※今年度が最終年度となります。

第１次募集 令和５年４月１日～令和５年８月31日
第２次募集 令和５年９月１日～令和６年２月28日
※補助金の枠には限りがありますので先着順となります。

年度内 2回まで申請が可能です

本事業を希望される方は、
補助金交付申請手続きが必要になります。
※求人広告の掲載を開始した後の申請は認められませんの
でお気を付けください。

有料職業紹介事業者から提示される「見積書」を
ご用意ください。

「所定の様式」を記入し、宮崎市農政企画課へご
提出ください。
最寄りの総合支所農林建設課、地域センターでも
受付できます。
※所定の様式は宮崎市ホームページからダウンロードでき
ます。

趣　旨

対象者

対象経費

募集期間

その他

申請方法

補助率

事業期間

宮崎市農政部農政企画課担い手対策係
電　話 0985-21-1785　　ファクス 0985-44-0770
メール 15nousei@city.miyazaki.miyazaki.jp

令和５年度「宮崎市農業労働力確保支援事業」のお知らせ

求人に
必要な経費を

最大30,000円
助成します

問い合わせ

※対象経費が60,000円
の場合

射手座 11/23〜12/21全体運★良好ですがペースダウンの時期なので予定を詰め込み過ぎないように。ゆとりある行動を心がけると好結果に 全体運★運勢には活気があります。あなたが頑張ればなんとかなる頼まれ事は引き受けてあげて。今後の礎になるはず15　2023.６月号　めぐみ 2023.６月号　めぐみ　14



農業MEMO

営
農
指
導
課

植
物
生
理
に
つ
い
て

「
窒
素
（
Ｎ
）
と
植
物
」

・
窒
素
は
植
物
に
と
っ
て
最
も
重
要
な
肥
料
成
分
の

一
つ
で
あ
り
、
植
物
体
内
の
酵
素
や
タ
ン
パ
ク
質

な
ど
に
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

又
、
各
種
の
ア
ミ
ノ
酸
や
タ
ン
パ
ク
質
を
構
成

す
る
主
要
な
成
分
な
の
で
実
・
葉
・
茎
・
根
な
ど

の
植
物
体
全
体
の
生
育
を
促
進
す
る
働
き
も
あ
り

ま
す
。
し
か
し
、
い
く
ら
生
育
を
促
進
す
る
か
ら

と
言
っ
て
多
量
に
施
用
を
し
て
し
ま
う
と
、
栄
養

成
長
が
促
進
さ
れ
植
物
の
生
長
バ
ラ
ン
ス
を
壊
す

こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
適
度
な
施
用
量
を
使
う

事
が
重
要
で
す
。
現
に
施
設
栽
培
に
お
い
て
は
窒

素
欠
乏
症
は
あ
ま
り
あ
り
ま
せ
ん
が
、
窒
素
過
剰

症
は
稀
に
発
生
す
る
圃
場
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し

な
が
ら
、
窒
素
を
う
ま
く
施
用
で
き
れ
ば
植
物
を

制
御
す
る
事
が
可
能
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

果
菜
類
は
特
に
収
穫
量
が
増
え
る
時
期
は
、
収

穫
物
が
窒
素
成
分
を
多
く
持
ち
出
す
事
か
ら
、
定

期
的
に
窒
素
成
分
の
補
給
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

施
設
・
露
地
園
芸

【
６
月
の
栽
培
管
理
に
つ
い
て
】

（
施
設
園
芸
）

６
月
に
入
る
と
本
格
的
な
梅
雨
時
期
と
な
り
ま
す
。

当
然
、
日
射
量
も
減
り
光
合
成
量
が
少
な
く
な
る
こ

と
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
着
果
負
担
軽
減
の
対
策

を
早
め
に
行
い
草
勢
維
持
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

（
露
地
野
菜
）

梅
雨
時
期
と
な
り
降
雨
量
が
増
え
る
時
期
と
な
り

ま
す
。
排
水
対
策
や
雨
間
を
見
て
の
病
害
虫
防
除
の

徹
底
を
し
っ
か
り
行
い
、
収
穫
物
の
品
質
が
低
下
し

な
よ
う
管
理
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

農
産
指
導
課

早
期
水
稲

移
植
後
の
概
要

本
年
の
田
植
え
最
盛
期
は
平
年
並
み
の
3
月
26
日

と
な
り
ま
し
た
。
本
年
は
、
活
着
が
始
ま
る
頃
よ
り

好
天
が
続
き
、
水
温
・
地
温
が
高
く
な
っ
た
こ
と
に

よ
り
、
生
育
は
や
や
早
い
状
況
。
4
月
20
日
の
生
育

調
査
結
果
で
は
、
葉
齢
は
平
年
よ
り
進
ん
で
お
り
、

茎
数
は
平
年
並
み
、
草
丈
は
平
年
並
み
と
な
っ
て
い

ま
す
。（
※
葉
齢
…
葉
の
枚
数
、
茎
数
…
分
け
つ
の

本
数
）

水
管
理

中
干
し
後
は
間
断
か
ん
水
（
3
～
5
日
お
き
に
水

を
入
れ
る
）
又
は
飽
水
管
理
（
足
跡
に
水
が
残
る
程

度
）
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。
た
だ
し
穂
肥
は
水
を
入

れ
て
か
ら
行
い
ま
す
。
ま
た
幼
穂
形
成
期
～
開
花
期

は
、
稲
の
一
生
の
中
で
最
も
水
が
必
要
な
時
期
で
す

の
で
水
を
切
ら
さ
な
い
よ
う
に
湛
水
し
、
そ
の
後
は

間
断
か
ん
水
で
最
後
ま
で
根
を
健
全
に
保
ち
登
熟
向

上
を
図
り
ま
し
ょ
う
。

除
草雑

草
の
種
類
や
大
き
さ
に
よ
っ
て
除
草
剤
を
選
択

し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
除
草
剤
の
種
類
に
よ
っ
て
使

用
方
法
が
異
な
り
ま
す
の
で
、
詳
し
い
こ
と
は
最
寄

り
の
Ｊ
Ａ
も
し
く
は
普
及
セ
ン
タ
ー
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

穂
肥

①
穂
肥
の
時
期
…
コ
シ
ヒ
カ
リ
は
出
穂
15
～
20
日
前

で
す
。
平
均
的
な
株
の
最
も
長
い
茎
を
株
元
か
ら

引
き
抜
き
幼
穂
を
確
認
し
ま
す
。
コ
シ
ヒ
カ
リ
は

幼
穂
の
長
さ
が
１
㎝
ほ
ど
あ
れ
ば
穂
肥
の
適
期
で

す
。

②
穂
肥
の
量
…
施
用
量
は
「
カ
ラ
ー
ス
ケ
ー
ル
」
等

を
使
用
し
て
判
断
し
て
下
さ
い
。
雨
後
や
朝
露
が

残
っ
て
い
る
時
の
施
用
は
な
る
べ
く
避
け
ま
し
ょ

う
。

※
早
期
一
発
く
ん
に
つ
い
て

早
期
一
発
く
ん
に
は
基
肥
に
加
え
、
穂
肥
分
の

窒
素
も
含
ま
れ
て
お
り
、
施
肥
が
1
回
で
済
む
よ

う
に
製
造
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
穂
肥
を
す
る
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

防
除6月

中
　
い
も
ち
病
・

紋
枯
病

ダ
ブ
ル
カ
ッ
ト
バ
リ
ダ

フ
ロ
ア
ブ
ル

（
１
０
０
０
倍
１
５
０
Ｌ
）

下
出穂
穂
い
も
ち
病

カ
メ
ム
シ

ビ
ー
ム
エ
イ
ト
ス
タ
ー

ク
ル
ゾ
ル

（
１
０
０
０
倍
１
５
０
Ｌ
）

又
は
ビ
ー
ム
ス
タ
ー
ク

ル
粉
剤
５
Ｄ
Ｌ
（
３
～

４
㎏
）

7月
上
　

カ
メ
ム
シ

ス
タ
ー
ク
ル
液
剤
10

（
１
０
０
０
倍
１
５
０
Ｌ
）

又
は
ス
タ
ー
ク
ル
粉
剤

Ｄ
Ｌ
（
３
㎏
）

動
噴
等
を
持
た
な
い
方
は
幼
穂
形
成
期
に
穂
い

も
ち
・
紋
枯
病
の
対
策
と
し
て
「
オ
リ
ブ
ラ
イ
ト

２
５
０
Ｇ
」
の
施
用
が
効
果
的
で
す
。
使
用
量
は
10

ａ
当
た
り
２
５
０
ｇ
。
使
用
時
期
が
収
穫
45
日
前
ま

で
で
す
の
で
、
散
布
時
期
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

普
通
期
水
稲

近
年
で
は
、
6
月
上
旬
ま
で
に
移
植
し
た
ヒ
ノ
ヒ

カ
リ
は
、
気
温
の
高
い
時
期
に
出
穂
す
る
た
め
、
登

熟
が
不
完
全
と
な
り
乳
白
米
、
心
白
米
の
発
生
に
よ

り
下
位
等
級
の
割
合
が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。
田
植

時
期
を
6
月
20
日
以
降
に
遅
ら
せ
て
品
質
向
上
に
努

め
ま
し
ょ
う
。

田
植
え

条
間
30
㎝
×
株
間
17
～
18
㎝
植
え
で
、
坪
当
た
り

60
株
を
確
保
し
ま
し
ょ
う
。

病
害
虫
防
除

葉
い
も
ち
・
ウ
ン
カ
類
・
コ
ブ
ノ
メ
イ
ガ
対
策
と

し
て
、
サ
ン
ス
パ
イ
ク
箱
粒
剤
を
苗
箱
に
施
用
し
病

害
虫
防
除
の
初
期
予
防
対
策
を
実
施
し
ま
し
ょ
う
。

つ
け
苗
は
、
い
も
ち
病
の
発
生
の
原
因
と
な
り
ま
す

の
で
必
ず
取
り
除
い
て
下
さ
い
。

水
管
理

田
植
え
か
ら
7
日
間
は
深
水
（
水
深
４
～
５
㎝
）

に
し
て
、
根
の
活
着
を
促
し
ま
す
。
根
が
活
着
し
た

ら
、
水
温
と
地
温
を
上
げ
る
た
め
浅
水
（
水
深
１
～

２
㎝
）
に
し
て
分
け
つ
を
促
し
ま
し
ょ
う
。

飼
料
用
イ
ネ

周
囲
に
主
食
米
（
ヒ
ノ
ヒ
カ
リ
等
）
や
ビ
ニ
ー
ル

ハ
ウ
ス
が
隣
接
し
て
い
る
場
合
は
、
必
ず
病
害
虫
防

除
を
実
施
し
て
下
さ
い
。
近
年
、
飼
料
用
イ
ネ
か
ら

の
ウ
ン
カ
・
コ
ブ
ノ
メ
イ
ガ
・
カ
メ
ム
シ
の
飛
来
に

よ
り
、
主
食
米
へ
の
被
害
が
多
数
発
生
し
て
お
り
ま

す
。
畦
畔
管
理
を
徹
底
し
、
出
穂
前
後
の
２
週
間
は

畦
畔
の
草
刈
り
は
控
え
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
隣
接
し
て
い
る
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
に
は
カ

メ
ム
シ
や
ア
ザ
ミ
ウ
マ
、
ヨ
コ
バ
イ
の
進
入
が
懸
念

さ
れ
ま
す
の
で
病
害
虫
防
除
を
徹
底
し
ま
し
ょ
う
。

ウ
ン
カ
・
コ
ブ
ノ
メ
イ
ガ
対
策

方
法

薬
剤
名

使
用
量

箱
施
薬

デ
ジ
タ
ル
バ
ウ
ア
ー
箱
粒
剤

（
い
も
ち
病
・
ニ
カ
メ
イ
チ
ュ

ウ
・
コ
ブ
ノ
メ
イ
ガ
・
ウ
ン
カ

類
対
策
）

50
ｇ
／
箱

カ
メ
ム
シ
対
策

方
法

薬
剤
名

使
用
量

本
田
防
除

〈
出
穂
期
以
降
〉
ス
タ
ー
ク
ル
液
剤
10

１
０
０
０
倍

１
５
０
Ｌ

※
詳
し
い
内
容
は
飼
料
用
イ
ネ
栽
培
こ
よ
み
を
参
照

し
て
下
さ
い
。

農業の求人をサポートします
収穫時期等の繁忙期や規模拡大に合わせた労働力
を確保するため求人を行う農業者に対して、広告
掲載費用の一部を助成します。

宮崎市内に在住し、市内で農業経営を行う農業者
で以下に該当する者
①認定農業者　　②認定新規就農者

有料職業紹介事業を活用するために必要な経費

対象経費の1/2以内　補助金額の上限は30,000円

令和３年度～令和５年度
※今年度が最終年度となります。

第１次募集 令和５年４月１日～令和５年８月31日
第２次募集 令和５年９月１日～令和６年２月28日
※補助金の枠には限りがありますので先着順となります。

年度内 2回まで申請が可能です

本事業を希望される方は、
補助金交付申請手続きが必要になります。
※求人広告の掲載を開始した後の申請は認められませんの
でお気を付けください。

有料職業紹介事業者から提示される「見積書」を
ご用意ください。

「所定の様式」を記入し、宮崎市農政企画課へご
提出ください。
最寄りの総合支所農林建設課、地域センターでも
受付できます。
※所定の様式は宮崎市ホームページからダウンロードでき
ます。

趣　旨

対象者

対象経費

募集期間

その他

申請方法

補助率

事業期間

宮崎市農政部農政企画課担い手対策係
電　話 0985-21-1785　　ファクス 0985-44-0770
メール 15nousei@city.miyazaki.miyazaki.jp

令和５年度「宮崎市農業労働力確保支援事業」のお知らせ

求人に
必要な経費を

最大30,000円
助成します

問い合わせ

※対象経費が60,000円
の場合

山羊座  12/22〜1/19 全体運★良好ですがペースダウンの時期なので予定を詰め込み過ぎないように。ゆとりある行動を心がけると好結果に15　2023.６月号　めぐみ 2023.６月号　めぐみ　14



JA役職員による茶
園巡回が行われまし
た。今年の新茶の摘採
前に、各支店の圃場を
訪れ、生産者との意見
交換を行いました。
生産者からは燃料高

騰対策について、販売
価格の引き上げ対応な
ど、資材代高騰・販売
に関して多くの意見が
上がりました。消費者
皆さんで毎日お茶を飲
んで管内の茶生産を盛
り上げましょう！

４月19日「良いきゅ
うりの日」を前に県産
きゅうりの消費拡大Ｐ
Ｒとして生産者らが県
庁を訪問しました。
宮崎県きゅうり部会

副部会長である重永義
明さんが代表して河野
知事へきゅうりを手渡

しました。その後、試食も行われ、生産者は出荷最盛期３～５
月であるきゅうりの更なるPRを知事へ要請。県内外での販売
促進フェアも行われます。

14日、佐土原支店で農産物の販売を行いました。金融の年金
感謝デーに合わせた催しであり、胡瓜、ナス、ズッキーニなど
を販売し大好評でした。

ススススククククッッッッピピピピトトトトととととっっっっほほほほ JA宮崎中央のSDGs
の取り組みをマーク
で表示しています

新茶の季節を前に
役員巡回

きゅうり日本一の生産量� �
生産者知事を訪問

太陽のタマゴ　解禁！

支店で
農産物販売

4月5日

4月17日

4月13日

4月14日

全国の市場で完熟マンゴー『太陽
のタマゴ』が解禁となりました。
JA宮崎中央産完熟マンゴーも毎日
たくさん出荷され、県内のみならず
全国へ出荷されています。
解禁日の宮崎中央卸売市場では
JA宮崎中央産『太陽のタマゴ』５Ｌ１玉25万円の価格がつき
ました。がんばり屋（本誌３ページ）でも掲載していますが、
今年は『太陽のタマゴ』25周年です。
完熟マンゴーは５～６月に出荷ピークとなり、８月頃まで出
荷が行われます。オンラインショップ「てげうま産直便」で販
売していますのでぜひチェックしてみてください。

国富支店国富支店

南宮崎支店南宮崎支店

マンゴー部会役員の皆さまマンゴー部会役員の皆さま

田野支店田野支店

高岡支店高岡支店

水瓶座 1/20〜2/18 全体運★ハプニングの予感。忙しくなりそうですが大きな成果が期待できます。ピンチはチャンスなので冷静に対応を17　2023.６月号　めぐみ 2023.６月号　めぐみ　16



４月16日、直売所「わちどんが村式部の里」10周年記念イベントを開催しま
した。季節のいちごや完熟マンゴーの特売の他、店内で購入した方に先着でた
まごがお得に購入できる引換券が配られるなど、来店者を楽しませる企画も用
意。新鮮な農産物を買い求める来場者で大変賑わいました。
せんぐまきも行われ、開店から大勢の来店者であふれました。店外では地鶏
の炭火焼きを販売、女性部によるぜんざいやバラ寿司のふるまいも行われ、長
い列ができ大盛況でした。また完熟マンゴー『太陽のタマゴ』や宮崎牛焼き肉
セット等が当たる抽選会も行いました。

10周年！10周年！
たくさんのご来場ありがとうございま

した

久しぶりの活気あるイベントとなって嬉しかった
です。今後も安心安全をお届けできる店舗づくり
を目指し頑張りたいです

冨田久男店長

４月16日

せんぐまき 

抽選会 

炭火焼き販売

たまご販売 

女性部ふるまい

おめでとうございます☆ 

おめでとうございます☆ 

やっと
買えました～！
おいしそう～♪ 

みんなの
笑顔が

あふれます 

全体運★全体運★計画通りに進めようと躍起になるのは逆効果。少しずつ微調整しながら進めましょう。下旬にはうまく整います計画通りに進めようと躍起になるのは逆効果。少しずつ微調整しながら進めましょう。下旬にはうまく整います魚座  2/19〜3/2017　2023.６月号　めぐみ 2023.６月号　めぐみ　16



住吉支店

住吉支店青年部による小学生お米学習として田植
え体験が行われました。４月19日住吉小学校、20日
住吉南小学校の５年生を対象とした学習で毎年行わ
れています。

田んぼに初めて入る児童が多く、泥に苦戦しながらも楽しんで
いました。手植えの後、機械での田植えも見学していました。

は の

わ
ぴす

みんなで
頑張りました！

小学生の質問に
答えました！

住吉小学校 

住吉南小学校

児玉　洋子さん（南宮崎）雌子牛の部

令和５年４月14日
【出場頭数】雌子牛の部　31頭　　去勢子牛の部　開催なし４月期品評会

「ありす313」号（R４.７.11）父「二刀流」、母の父「忠美智晴」、
母の祖父「美穂国」、母の母の祖父「安福久」

■４月期子牛セリ市 令和５年４月10日～11日

【雌牛の部】
2席＝池尻　幸男（南宮崎）
3席＝日高　和幸（　綾　）
4席＝黒木　啓晴（国　富）

5席＝矢野　勝美（国　富）
6席＝竹ノ内寛綱（田　野）
7席＝長友　和雄（国　富）
8席＝小森　　健（高　岡）

成 績（敬称略、かっこは支店名）

地　区 性 別 頭 数 最　高 最　低 平均価格 kg単価

宮　崎 雌 34 773,300 430,100 575,882 2,071
去勢 36 882,200 491,700 750,444 2,451

南宮崎 雌 47 885,500 347,600 589,038 2,188
去勢 79 937,200 399,300 725,485 2,472

田　野
雌 44 793,100 381,700 596,100 2,207

去勢 35 911,900 480,700 722,417 2,417

佐土原 雌 41 1,426,700 290,400 616,885 2,212
去勢 49 938,300 414,700 743,196 2,422

高　岡 雌 27 808,500 447,700 585,811 2,150
去勢 47 881,100 536,800 760,755 2,455

国　富
雌 85 951,500 409,200 602,179 2,167

去勢 112 979,000 397,100 702,114 2,393

合　計
雌 278 1,426,700 290,400 596,358 2,170

去勢 358 979,000 397,100 727,438 2,431
総体 636 1,426,700 290,400 670,142 2,322

パークゴルフ大会
年金友の会か

らの

お知らせ

名前（支店）【スコア】 成 績

優　勝　蛯原　英明さん（南宮崎）【76】
準優勝　藤元　　驍さん（高　岡）【78】
　３位　長友　武久さん（南宮崎）【79】
　４位　藤山　忠昭さん（田　野）【81】
　５位　川越　　林さん（南宮崎）【84】

Ａ
コ
ー
ス

優　勝　加藤　辰彦さん（南宮崎）【70】
準優勝　横山　　昇さん（佐土原）【72】
　３位　根井　　昇さん（佐土原）【75】
　４位　岩浦　節子さん（南宮崎）【77】
　５位　加藤ひろ子さん（南宮崎）【78】

Ｂ
コ
ー
ス

優　勝　坂口　　誠さん（南宮崎）【74】
準優勝　小西　貞夫さん（南宮崎）【75】
　３位　石山　定利さん（南宮崎）【77】
　４位　大幡　和光さん（南宮崎）【78】
　５位　長友　千年さん（南宮崎）【80】

Ｃ
コ
ー
ス

優　勝　大富　賢一さん（南宮崎）【76】
準優勝　濱砂　文吉さん（南宮崎）【77】
　３位　鈴木　良雄さん（国　富）【78】
　４位　川島　　猛さん（南宮崎）【78】
　５位　錦田　四郎さん（高　岡）【82】

Ｄ
コ
ー
ス

とき　４月６日　　場所　青島パークゴルフ場

宮崎支店あくまき作りに挑戦！ 
４月13日、宮崎支店女性部役員８名はあくまき作り

研修を行いました。戸髙ちほ子さんから指導いただ
き、他の役員はあくまき初挑戦でした。特に竹の皮で
もち米を包む作業は皆さ
ん苦戦されたようです。
あくまきは美味しく完成
し、その後、共同購入研
修会も行われました。 たくさん

出来上がりました☆
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㈱アグリプラス
からのお知らせ

３月、果樹園にて薬剤の散布が行われました。農業用ドローンを
使った試験散布で地域の生産者も見学を行いました。

DJI製「Ｔ30」を使用した自動航行での散布に、見学者は様々なこ
とを質問しており、大変興味を持たれている様子でした。

試験内容は、撮影用ドローンで圃場を２D撮影し、その写真をコン
ピューター解析して散布用ドローンに転送。その後、完全自動による
航行で散布を行いました。

傾斜のある果樹園でも、傾斜に沿って散布が自動できるようになり
ました。【散布した農薬効果については、経過観察中です（５月上旬）】

インターネット販売をスタート！インターネット販売をスタート！
㈱アグリプラスによる農薬のインターネット販売を令和５年３月１日より開始しました。
施設野菜・果樹・露地野菜を中心に、登録のある約160品目（毒劇物、水稲農薬を除く）。販売する農薬は随時追加を

予定しています。

https://agriplus-shop.jp

初回購入の手順
❶上記QRコードまたはURLからホームペー
ジを開く
❷商品をカートに入れる
❸注文手続きにすすむ

ログイン画面になるので、「アカウント作成」を行
います。
※作成には①お名前②メールアドレス③パスワードの入力が

必要です。

❹お届け先・発送の確認
配送先の情報をご入力ください。
❺お支払い方法の選択

お支払いには下記の決済方法が
ご利用いただけます。
①クレジットカード
　（VISA / MasterCard / American Express / 

JCB）
②その他…コンビニ払い、paypay　等
選択したお支払い方法に沿って情報入力を行いま
す。入力後「今すぐお支払い」を押してください。

利用方法

お問合せ先

•電話およびアグリプラス店頭での注文販売は行いません。必ずHPからご注
文ください。

•お問合せにつきましては、HP内の「お問合わせフォーム」、または下記の
お問合せ先をご利用下さい。

注文に関する内容…☎0985-89-4680　その他…☎0985-89-4681
〈対応時間…平日9：00～16：00〉

ＤＪＩドローン教習会コース

・宮 崎 校：JA宮崎中央　家畜市場

教習日程

教習場所

今後の日程につきましては、下記連絡先へお問合せください。
㈱アグリプラス　☎0985-89-4664（担当：加治屋）

初心者教習…機種：Ｔ10、Ｔ30
　期間：５日間　324,500円（税込）※登録料含む
拡張教習（ＭＧ‒１、Ｔ20認定取得者対象）…機種：Ｔ10、Ｔ30
　期間：１日　　66,000円（税込）

技能認定の取得を目指してみませんか？

インターネット
販売利用は
こちらから

インスタグラム
始めました!
インスタグラム
始めました!

インターネット販売に
ついて、商品につい
て情報を公開！
ぜひこちらもチェック!!

ドローン情報ドローン情報

１本（単品購入）
通常価格

10,093円（税込）
キャンペーン価格

9,493円（税込） △600円

6本（ケース購入）
通常価格

60,558円（税込）
キャンペーン価格

55,000円（税込） △5,558円

１本（単品購入）
通常価格

40,155円（税込）
キャンペーン価格

37,500円（税込） △2,655円

2本（ケース購入）
通常価格

80,310円（税込）
キャンペーン価格

71,000円（税込） △9,310円

バスタ（2.2Ｌ） バスタ（10Ｌ）

初盆展示会のご案内
プリエール宮崎

ご先祖様に礼を尽くし、感謝の心でお迎えをする大切な日。
ほのかな明かりが、偲ぶ思いを静かにともします。

盆提灯・盆料理・
盆返礼品（記念品）・盆菓子・
盆用供花・お線香・ロウソク・
お仏壇・仏具・神具など
多数の商品を各種取り揃えております。

●

●
●

●

●

●

● ●

セブンイレブンセブンイレブン
至 宮崎市街至 宮崎市街

ナガノヤナガノヤ
希望ヶ丘団地希望ヶ丘団地

宮崎看護大学宮崎看護大学

セブンイレブンセブンイレブン

セブンイレブンセブンイレブン

宮崎第一中・高宮崎第一中・高

至 宮崎空港至 宮崎空港

至 宮崎 I．C．至 宮崎 I．C．

専唱寺専唱寺
ラピスセミコンダクタラピスセミコンダクタ

清武川清武川

GSGS

至 国道269号至 国道269号

至 宮崎大学至 宮崎大学

JA宮崎中央
営農センター
JA宮崎中央
営農センター

宮崎市
葬祭センター
宮崎市
葬祭センター

プリエール宮崎
清武ホール

場所
時間

開催日

5月27日土
曜
日 28日日

曜
日

6月 ・土曜日 4日3日 日
曜
日

0120-930-170JA葬祭プリエール宮崎
プリエール宮崎は宮崎市内に
４つの斎場・8つの式場がございます。

Google Maps
インドアビュー

タブレット・スマートフォンで
ホール内をご覧頂けます！

各種端末での通信やご連絡に便利な環境各種端末での通信やご連絡に便利な環境

全斎場でWi-Fi
ご利用頂けます 24時間年中無休安心・信頼のJA葬祭

プリエール宮崎 公式

https://priere-miyazaki.jp

駐車場
300台完備
駐車場

300台完備

0985-85-4949
宮崎市清武町加納丙866番地1

清武ホール
きよたけ

3式場3式場
駐車場

170台完備
駐車場

170台完備

0985-60-4949
宮崎市花ヶ島町柳ノ丸508番地1

花ヶ島の杜
はながしま もり

3式場3式場
駐車場

145台完備
駐車場

145台完備

0985-74-4949
宮崎市佐土原町東上那珂15936番地1

佐土原の杜
さどわら もり

1式場1式場
駐車場

130台完備
駐車場

130台完備

0985-86-4949
宮崎市田野町乙9358番地

田野ホール
た       の

1式場1式場

プリエール宮崎 清武ホール
10：00～16：00

プリエール宮崎 花ヶ島クリスタルホール
10：00～16：00

場所
時間

開催日

・

当日にご来場された方に当日にご来場された方に

粗品進呈！

もう一つ
粗品進呈！

更に当日ご成約の方に更に当日ご成約の方に
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令和５年度中部地区農業者研修のご案内
研修名 日　時 講　　座　　名

農
業
経
営
管
理
研
修

６月15日㈭ 農業経営Ⅰ
６月20日㈫ 植物生理（基礎）／二十四節気と農業
6月29日㈭ 農業経営Ⅱ／ＧＡＰ
７月４日㈫ 植物生理（応用）
７月13日㈭ 農薬・病害虫防除の基礎
７月18日㈫ 土壌肥料の基礎

８月１日㈫ 農業経営改善計画作成研修
※就農５年目の認定新規就農者の方対象

農
業
者
研
修

７月20日㈭ 労務管理基礎研修
７月27日㈭ 法人化基礎研修
８月31日㈭ ファシリテーションスキル研修
11月16日㈭ 事業承継基礎研修

新
規
就
農
基
礎
研
修

８月３日㈭ 新規就農制度・青年等就農資金／農業を始めよう！

８月８日㈫ 農地制度・農業者年金／農業用ハウスの基本仕様
と構造

８月17日㈭ 農業共済制度／ハウスの台風対策／農作業安全
８月22日㈫ 就農計画作成研修
８月24日㈭ 農業経営の基本の基／農業における税

※開催場所は、７月４日「植物生理（応用）」のみ総合農業試験場研修棟、それ以外は
中部農業改良普及センター

※受講を希望される場合は、事前に電話や電子申請等にてお申し込みください。

研修申込み
お問合せ先

宮崎県中部農林振興局
地域支援課 （中部農業改良普及センター）
TEL：0985-30-6121

←研修の詳細は
　こちら
（ひなたMAFiN
ホームページへ）

←研修の申込み
　はこちら
（電子申請フォー
ムへ）
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ト
マ
ト
を
敬
遠
し

が
ち
。
ト
マ
ト
と
ツ
ナ
の
炊
き
込
み
ご
飯
を
見

て
「
こ
れ
だ
！
」
と
思
い
ま
し
た
。
ぜ
ひ
試
し

て
み
よ
う
と
思
い
ま
す�

�

（
宮
崎
市　

松
元
さ
ん
）

林 

ど
う
で
し
た
か
？
苦
手
な
人
も
気
に
な
ら

ず
食
べ
れ
ま
し
た
か
？
私
も
ト
マ
ト
は
大
好
き

な
の
で
、
食
べ
れ
な
い
方
の
克
服
レ
シ
ピ
に

な
っ
た
の
か
と
て
も
気
に
な
り
ま
す
！
ま
た
お

便
り
頂
け
た
ら
嬉
し
い
で
す
☆

空
港
の
園
芸
の
祭
典
に
行
き
ま
し
た
。
き

れ
い
な
花
、
新
鮮
な
野
菜
、
美
味
し
い

お
茶
。
宮
崎
で
生
産
さ
れ
て
い
る
農
産
物
の
豊

か
さ
に
感
動
、
農
家
の
皆
さ
ん
の
元
気
な
声
に

励
ま
さ
れ
ま
し
た
。
荷
物
を
落
と
し
て
し
ま
う

ア
ク
シ
デ
ン
ト
で
は
イ
チ
ゴ
の
販
売
を
行
っ
て

い
た
方
々
に
親
切
に
し
て
頂
き
本
当
に
あ
り
が

た
か
っ
た
で
す�

（
宮
崎
市　

た
ま
た
ま
さ
ん
）

林 

イ
チ
ゴ
販
売
は
Ｊ
Ａ
宮
崎
中
央
の
生
産
者

と
職
員
で
担
当
し
て
い
ま
し
た
。
こ
の
場
を
お

借
り
し
て
お
礼
と
の
こ
と
で
し
た
の
で
掲
載
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
☆

お
い
し
い
ミ
ル
ク
レ
シ
ピ
を
見
て
、
今
、

市
販
の
お
菓
子
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す

が
、
手
作
り
す
る
こ
と
で
牛
乳
や
干
し
椎
茸
、

大
根
と
体
を
つ
く
る
材
料
を
使
っ
て
お
や
つ
に

な
る
の
で
子
ど
も
た
ち
に
ど
ん
ど
ん
食
べ
さ
せ

よ
う
と
思
い
ま
す
。
県
内
産
牛
乳
の
消
費
、
月

１
回
の
牛
乳
の
日
が
広
ま
る
よ
う
に
応
援
し
て

い
き
た
い
で
す�

（
宮
崎
市　

久
保
さ
ん
）

10
周
年
の
わ
ち
ど
ん
が
村
祭
に
行
き
ま
し

た
。
朝
早
く
か
ら
大
勢
の
お
客
さ
ん
で

び
っ
く
り
。
せ
ん
ぐ
ま
き
に
参
加
し
、
イ
ベ
ン

ト
や
販
売
で
楽
し
み
ま
し
た
。�

�

（
国
富
町　

西
中
さ
ん
）

林 

久
々
の
イ
ベ
ン
ト
だ
っ
た
か
ら
で
し
ょ
う

か
、
多
く
の
方
に
ご
来
場
い
た
だ
き
ま
し
た
！

私
も
撮
影
に
行
っ
て
び
っ
く
り
！
今
月
号
に
そ

の
様
子
を
掲
載
い
た
し
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
!!
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宮崎市政出前講座 

令和５年６月１日㈭
時間  １０：００～１１：３０
場所  プリエール宮崎
　　  花ヶ島の杜クリスタルホール 

運動できる服装・履物でお越しください！
水分補給、タオルもご持参ください☆

協力：大宮地区地域包括支援センター・宮崎市役所地域包括ケア推進課 

上記日程後も６月の毎週木曜日に同様講座を行う予定です。
ご興味のある方はお気軽にお電話ください！
プリエール宮崎　花ヶ島の杜　0120-930-170

どなたでも大歓迎!!

ださ

健幸運動教室 　幸　動　室 　幸　動　室 
してみませんか？ 
体験

完熟マンゴー「太陽のタマゴ」

1．招く側がホストなら、招かれる側は
4．タマネギを切ると出ることも
7．建てたばかりの建物のこと
9．数字のゼロを日本語でいうと
10．サーブ→――→トス→アタック
13．「海鼠」と書く生き物
14．置き時計はクロック、腕時計は
17．仕事や用事がない空き時間のこと
18．コショウ、ナツメグ、シナモンなど
21．プールの授業のときに着ます
22．領収書に収入――を貼った

1．年で一番昼が長い日
2．徳川家康が晩年を過ごした――城
3．不動産会社が売買するものの1つ
5．『落穂拾い』や『晩鐘』を描いた画家
6．奈良や鎌倉のものが有名
8．テッセンとも呼ばれるキンポウゲ科の
花

11．相撲取りが踏みます
12．抑揚のないせりふ回しは
13．トウモロコシやゴーヤーが多く出回る

季節
15．弁当箱にご飯と一緒に詰めます
16．――コート、――ブーツ
19．円周率を表す文字
20．ネタとシャリで作ります

二重マスの文字をA〜Eの順に並べて
できる言葉は何でしょうか？頭の体操

　テのカギタ 　コのカギヨ

昆虫

下記の要領で ６月16日㈮
（当日消印有効）までにお送りください。
当選者発表は８月号です。

プレゼントの発送は６月下旬～７月上旬を予
定しています。
８月号に掲載いたします当選者発表前の発送
となりますのでご了承ください。

応募方法・締切

※ご応募に際して取得した個人情報はこのたびのプレゼントの
抽選・発送以外には一切使用しません。また承諾なく第三者に
提供しません。但し、コメントに関しては「WELCOME JA」
に掲載させていただく場合がありますので、ご了承下さい。

55

①クイズの答え
　○○○○○
②〒・住所・氏名（匿名の
場合はペンネームも）・
年齢・電話番号
③JAだより「めぐみ」や
JA、農業に対するメッ
セージ、日常のこぼれ
話、イラストなど

　（必ず書いてくださいね！）

〒880-0813
宮
崎
市
丸
島
町
１
番
17
号

　
Ｊ
Ａ
宮
崎
中
央

め
ぐ
み
６
月
号
係

63

おめでとうございます
今月の応募は１２４通でした

４月号の答え「ハルガスミ」

４月号のプレゼント
完熟マンゴー

石井　美紀さん
西中　順子さん
原　　恵子さん

松元ゆみ子さん
森本ゆうこさん

※当選者の発表は誌面にて行います。なお公正を期すため
　本名での発表とさせて頂きますので、ご応募の際は了解下さい。

理事の報酬について
役員賠償責任保険の加入について
業務報告書及び連結業務報告書について

臨時理事会

以上３議案が、可決・決定及び承認されました。

令和５年４月28日㈮　ＪＡＡＺＭ大研修室
1

2

3

宮崎てげうま産直便
　農畜産品を生産者や生産地の情報に合わせてダイレクト
にお届けします。

みやざき中央農産物ファン拡大事業委員会
URL ： http://shop.ja-direct.net/

わちどんが村　式部の里

ＬＩＮＥ＠会員限定
毎月お得なクーポンが
当たるチャンス!! その他にも各種イベント

情報などをお届けします

こちらの
ＱＲコードを
読み取って

友だち登録を
お願いします♪

毎日のあんしん・
おいしいをおうちまで ＪＡくらしの宅配便

オススメ！！ その①

インターネットで注文できるＪＡの宅配サービス！
国産へのこだわりと安全・安心の品質をご自宅やご指定場所へ
お届けします。

0120-009366
土曜日・日曜日・祝日を除く、
午前9：30～12：00まで　午後1：00～5：00まで

「安全・安心」に
こだわり

オススメ！！ その③
安心の国産原料

オススメ！！ その②
地球環境にも考慮して

商品開発を行っています

お問い合わせ専用フリーダイヤル
ＪＡくらしの宅配便事務局

受付
時間

ＪＡくらしの宅配便
ウェブサイト

（インターネット）

　https://jakurashi.
zennoh.or.jp/※お電話でのご注文は承っておりません

お手持ちのスマートフォンから、いつでも
簡単に物件を調べることができます。

『取り扱い物件』はこちらから確認！

お問い合わせ
ご相談はこちらまで！

㈱アグリプラス　不動産事業部　宅建情報プラザ
宮崎市清武町加納４丁目１　☎0985-85-6071

アパート、貸家の入居者を募集しております。
◆清武地区、木花地区を中心に宮崎市内全域に物件を取り揃えています。
◆学生向け、ファミリー向けなど幅広くご対応いたします。
　宮崎大学近隣にも多数あり!!
◆なお、土地売買に関する業務も行っております。
　お気軽にお問い合わせください。

入居者募集

月曜日～金曜日
（8：30～17：30）

営業時間

無料葬儀相談 随時受付中無料葬儀相談 随時受付中
生前整理、墓じまい、ご葬儀、法要、初盆、
片付け（遺品整理）、相続に関することなど…
生前整理、墓じまい、ご葬儀、法要、初盆、
片付け（遺品整理）、相続に関することなど…

どんなことでもお気軽にご相談ください。どんなことでもお気軽にご相談ください。

～生前のご準備からご葬儀後のことまで～～生前のご準備からご葬儀後のことまで～

JA葬祭 プリエール宮崎

0120-930-170葬祭 プリエール宮崎
安心・信頼のJAグループ葬祭　24時間年中無休

随時受付中
（無料）

目 的

人事教育課よりお知らせ

就業時の服装（女性職員の私服着用）について
当組合では、令和５年４月より、就業時における服装の選

択肢を広げることにより職員の自主性と多様性を尊重すると
ともに、コミュニケーションの活性化、業務効率の向上につ
なげることを目的として、女性の私服着用を一部スタート
し、今後段階的に検討し
て参ります。
今後とも働きやすく活

気ある職場づくり、なら
びにお客様に好感をもっ
て頂ける職場づくりに積
極的に取り組んで参りま
すので、ご理解、ご協力
を賜りますよう宜しくお
願い申し上げます。

平等な働き方
を推進

脱炭素社会へ
の対応

組織活性化

総務部

表紙・がんばり屋でご紹介した
マンゴー部会より
「太陽のタマゴ」をプレゼント！

締切日
注意

旬の美味しさを読者の方々へプレゼント。旬の美味しさを読者の方々へプレゼント。
美味しさを知っていただき、ぜひご購入くだ美味しさを知っていただき、ぜひご購入くだ
さい☆もちろん贈答としてもGOODです！さい☆もちろん贈答としてもGOODです！

見てウットリ。見てウットリ。
食べてニッコリ。食べてニッコリ。
マンゴーから元気を。マンゴーから元気を。
マンゴーゴー!!マンゴーゴー!!
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理事の報酬について
役員賠償責任保険の加入について
業務報告書及び連結業務報告書について

臨時理事会

以上３議案が、可決・決定及び承認されました。

令和５年４月28日㈮　ＪＡＡＺＭ大研修室
1

2

3

宮崎てげうま産直便
　農畜産品を生産者や生産地の情報に合わせてダイレクト
にお届けします。

みやざき中央農産物ファン拡大事業委員会
URL ： http://shop.ja-direct.net/

わちどんが村　式部の里

ＬＩＮＥ＠会員限定
毎月お得なクーポンが
当たるチャンス!! その他にも各種イベント

情報などをお届けします

こちらの
ＱＲコードを
読み取って

友だち登録を
お願いします♪

毎日のあんしん・
おいしいをおうちまで ＪＡくらしの宅配便

オススメ！！ その①

インターネットで注文できるＪＡの宅配サービス！
国産へのこだわりと安全・安心の品質をご自宅やご指定場所へ
お届けします。

0120-009366
土曜日・日曜日・祝日を除く、
午前9：30～12：00まで　午後1：00～5：00まで

「安全・安心」に
こだわり

オススメ！！ その③
安心の国産原料

オススメ！！ その②
地球環境にも考慮して

商品開発を行っています

お問い合わせ専用フリーダイヤル
ＪＡくらしの宅配便事務局

受付
時間

ＪＡくらしの宅配便
ウェブサイト

（インターネット）

　https://jakurashi.
zennoh.or.jp/※お電話でのご注文は承っておりません

お手持ちのスマートフォンから、いつでも
簡単に物件を調べることができます。

『取り扱い物件』はこちらから確認！

お問い合わせ
ご相談はこちらまで！

㈱アグリプラス　不動産事業部　宅建情報プラザ
宮崎市清武町加納４丁目１　☎0985-85-6071

アパート、貸家の入居者を募集しております。
◆清武地区、木花地区を中心に宮崎市内全域に物件を取り揃えています。
◆学生向け、ファミリー向けなど幅広くご対応いたします。
　宮崎大学近隣にも多数あり!!
◆なお、土地売買に関する業務も行っております。
　お気軽にお問い合わせください。

入居者募集

月曜日～金曜日
（8：30～17：30）

営業時間

無料葬儀相談 随時受付中無料葬儀相談 随時受付中
生前整理、墓じまい、ご葬儀、法要、初盆、
片付け（遺品整理）、相続に関することなど…
生前整理、墓じまい、ご葬儀、法要、初盆、
片付け（遺品整理）、相続に関することなど…

どんなことでもお気軽にご相談ください。どんなことでもお気軽にご相談ください。

～生前のご準備からご葬儀後のことまで～～生前のご準備からご葬儀後のことまで～

JA葬祭 プリエール宮崎

0120-930-170葬祭 プリエール宮崎
安心・信頼のJAグループ葬祭　24時間年中無休

随時受付中
（無料）

目 的

人事教育課よりお知らせ

就業時の服装（女性職員の私服着用）について
当組合では、令和５年４月より、就業時における服装の選
択肢を広げることにより職員の自主性と多様性を尊重すると
ともに、コミュニケーションの活性化、業務効率の向上につ
なげることを目的として、女性の私服着用を一部スタート
し、今後段階的に検討し
て参ります。
今後とも働きやすく活
気ある職場づくり、なら
びにお客様に好感をもっ
て頂ける職場づくりに積
極的に取り組んで参りま
すので、ご理解、ご協力
を賜りますよう宜しくお
願い申し上げます。

平等な働き方
を推進

脱炭素社会へ
の対応

組織活性化

総務部
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私たちは自然を愛し人を愛し街を愛します

めぐみインスタグラム
始めました！

6月定休日のお知らせ

JA宮崎中央 ガソリンスタンド

 

※田野SSは毎週火曜日・八代SSは毎週木
　曜日が特売日となります
※特売日が定休日の場合は前日が特売日となります

毎週日曜日は、特売日です!

4日、18日

土日祝日
11日、25日

6月

•生目セルフ •エポックエリア •田野SS
•佐土原セルフ •高岡セルフ •三名SS

•宮崎セルフ •木花SS •清武SS
•那珂セルフ •本庄セルフ

•八代SS

お気軽にスタッフに
お問い合わせください

侍
ジ
ャ
パ
ン
の
勝
利
の
映
像
、

何
べ
ん
見
て
も
飽
き
ま
せ
ん
、

打
っ
た
、
守
っ
た
、
頑
張
っ
た
、

み
ん
な
必
死
で
頑
張
っ
た
、

そ
の
ご
褒
美
が
世
界
一
、

み
ん
な
い
い
顔
し
て
い
ま
す
、

心
が
一
つ
に
ま
と
ま
っ
て
、

あ
の
感
動
を
生
み
ま
し
た
、

監
督
さ
ん
の
言
葉
に
あ
っ
た
、

夢
は
正
夢
、

世
界
一
だ
け
追
い
か
け
て
、

み
ん
な
の
心
が
一
つ
に
な
っ
て
、

取
っ
た
、
掴
ん
だ
、
世
界
一
、

全
く
そ
う
だ
と
思
い
ま
す
、

う
れ
し
い
ね
、
良
か
っ
た
ね
、

そ
の
ご
褒
美
の
お
裾
分
け
、

今
日
も
、

我
が
家
は
テ
レ
ビ
を
つ
け
て
、

勝
利
の
ビ
デ
オ
を
見
て
い
ま
す
。
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